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<
胁̂
源
と
ず
る
交
付
金
を
以
て
補
塡
さ
れ
な̂
と
と
し
た
<?
^
の
交
付
金
0:
脉
源
ぼ
，
所
得
裨
の|
部
^
資
本
利 

風
，
■

税
營
樂
收
益
税
等
で
あ

っ
て
}

主
と
レ
て
收
益
課
税
收
入§:
;
地
方
財
政
ま
#
金
め
財
源
と
じ
だ
。
.地
方
税0
約 

半
だ
近
い
铘
分
攸
國
税
撇
度
ね
吸
粑
ぎ
れ'
生
と
し
.て
國
税
收
銳
詉
税
を
蕋
礎
.と
す
る
交
付
金
に
ょ
つ
て
地
方
脉
政
の
强
化
と
地
方
稅 

<D
負
撥
の
輕
減
均
衡
を
圖
つ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
中
央
地
方
を
通
ず
る
税
制
改
革
に
も
大
體
は
こ
の
方
針
に
從
ひ
、
國
税
と
地
方
秕 

ど
の
集
中
时
罄
備
お
圖#
も
の
と
思
は
れ
る
〒
斯
ぐ
し.て
國
税
に
於
け
る
所
得
税
制
度
の
洱
編
成
と
、
中
央
地
龙
を
通
ず
右
秘
制
改
革 

:
の
爾
者
を
通
P
て
>
_國
.税
制
度
ゎ
於
げ
が
收
益
課
稅
は
次
徵
に1
要
性
茫
增
ず
ど
と
も
に
、
地
方
財
政
交
付
金
財
源
と
し
；て
特
殊
の
地 

.位

.を
占
め
る
こ
と
に
な
る
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今
後
の
大
規
模
な
る
國
家
財
政
計
割
の
蓮
用
を
確
保
す
る
た
，め
に
租
稅
政
策
の
果
斷
な
る
處
置
を
緊
要
と
す
る
事
態
が
迫
り
つ
.つ
あ 

.る
と
と
も

に
、
中
央
•地
方
を
通
ず
る
税
制
改
革
.に
ょ
つ
て
税
制
の»

#
的
整
備
を
圖
.る
こ
と
は
、
い
づ
れ
も
事
變
肖g
(D
達
成
及
，び
そ 

れ
と
併
行
す
る
內
外
の
建
設
エ
怍
を
進
め
る
た
め
に
、
國
民
經
濟
力
の
最
も
有
效
な
る
集
中
的
利
用
と
そ
の
⑩

“
櫥
大
を
^
吧
し
、
或 

は
少
ぐ
と
も
と
れ
を
妨
げ
ざ
る
こ
と
を
茚
的
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ド
然
ら
ざ
れ
ば
、
國
家
政
策
の
目
的
に
合
致
す
る
租
税
政
策
と
な
り 

得
な
い
か
ら
で
あ
る.0
-
■■
'

:

'.
'.:、
；：

戰
時
祖
税
政
策

'

に
つ
き
來
が
滿
足
す
べ
き
說
明
を
與
べ

.

ら
れ
た
る
こ
と
な
き
を
遺
憾
と
し
,
且
つ
日
本
財
政
の
現
實
の
事
態
は
果
斷

な
.

る
粗
税
政
策
の
運
用
を
要
求
し
つ
つ
あ
る
に
鑑
み
、
戰
時
租
税
政
策
の
意
義
の
芷
し
く
理
解
さ
れ
る

.

こ
と
の
緊
要
な
.る
を
切
言
す
る

も
.« >

で
ぁ
る
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本
多
利
明
は
德
川
時
代
經
濟
悬
史̂
特

異

：の
：
地

位

を

1
1
1
む
る

者

で.あ

る
0
彼
は
延
享
ー
兀
年

(

一.七

四

四

)

越

後

に

坐

ま

れ

、
.
文

政

四 

部(

.
一
八“
.一.
.一' )

七
十
八
歳
を
以
つ
て
京
都
に
お'ゐ
て
そ
0
生
涯
を
終
.つ
た
9
德
川
封
建
社
會
は
す
で
に
そ.の
_

の
色
を
現
は
し
て
ゐ 

た
と
：
®
 

1C

へ
.、
未
だ
何
人
も
そ.
.の
萠
壞
を
豫
想
す
る
翁0
な
か
‘つ
_た
時
代
で
あ
る
0
利
明
と
雖
も
時
代
の
兒
た
る
こ
と
に
は
變o
が
な 

い
.。
し
が
し
そ
の
思
想id
遙
か
.に
；時

流

.を

拔

く

も

の

で

お

つ

た

0

德

川

時

代

..を

通

じ

■
て

 

> 
そ
の
經
濟
論
、に
特
に
異
彩
を
有
す
る
者
は
荻 

生
祖
树
と
本
多
羽
呢̂

で
あ
ら
ぅ
。.
.
.
前
款
は
.む
.し
.ろ
.保
.守
的
;'
>

m

s的
論
# ;
と
.し
て
，、
後
#
は
：進

取

的

、
.务
展
論
者
と
し
？て
、
互
に
對 

職
的
立
場
^-
^
つ

者

で

ば

あ

る

が

’
共

に

 

.1

家
の
見
を
樹
立
し
；た
も
の
で.あ
る
。
.英
傑
は
英
傑
を
知'る
も
の
か
、
.
利 

明
は
次
ぎ
办
姐
く
征
徕$:
.
'評

.1

.
て
.ゐ
る
。

「

治
平
以
後
：ニ
：百
年
許
り
の
內
に
を
■々の
人
物
出
て
、
' 猿
々
の
能
技
に
志
を
立
て.、
ホ
力
.の
そ 

を
竭
し
、
#
灰
，の
：.達

識

も

多

く

敗

た

：
る
中
に

>
.
.
經

濟

，
に
長
じ
.た
り
と
て
世
の
賞
を
得
た
る
は
、
熊
澤
•荻
坐
の

ニ

子

の

外
な
し
、
然
る
に 

H
-r
が
！i
rば
' 

.

.
il
l
方
の
後
を
省
き
彼
方
を
扶
：

b
、

X
彼
方
の
費
^
省

：き

此

方

を

挟

れ

：ぼ

、

.萬

端

に

便

利

を

得
.る

故

に

終

..に
國
家
に
豐 

本
多
利.i
.經
濟
開
發
論1
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本
多
利
明
の
經
.濟

时

發

論
, 

一

八

C1 

一3

六) 

饒
を
紙
る
ど
い
へ
り
、

ニ
子
が
英
才
古
今
罕
な
れ
ど
も
'

借
き
事
に
ば
算
數
に
暗
味
な
る
故
に
、
、
•
：
云
々」

(
「

經

濟

放

言

」)

と 

1其
ひ
、
.彼
自
身
0

進
取
的
發
展
論
の
立
場
か
ら
批
判
.し
て
ゐ
_る
0

.

. 

.

.
本
多
利
明
の
進
取
的
發M
論
が
時
流
を
拔
く
と'はI

K

へ
、
矢
張
り
時
代0
影
響
か
ら
坐
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
耍
さ
な
い
。 

當
時
ロ
シ
ブ
の
琅
方
侵‘略
が
漸
く
顯
著
と
な
り
、
：明
和
八
年

(

一
七
七o.

に
は
所
謂
ハ
ン
.ベ
‘ノ
ゴ
ロ (

ベ
ー
一.„ 
•ゥ

スキ
'ィ
0
の
齡
钾
が
あ 

り
5
北
邊
窺
觀
备
險
を
感
じi

た
"
田
沼
意
次
の
蝦
夷
地
植
民
の
計
書
も
、
又
そ
れ'ょh
も
後
棒
平
定
信
；の.沿
择
巡
視
.も
、
そ
れ 

等
に
備
へ
ん
と
し
た.も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
當
時
ー
部
の
識
者
の
間
に
蛾
夷
地
叫
發

€.

議
論
が
起
つ
.た
の
は
當
然
で
あ.る
。
.
又
と
れ
等 

の
地
方
を
棵
險
し
ょ
う
と
云
ふ
希
望
を
生
じ
た
の
も
怿
し
む
に
足
り
な
い

。

.

利
明
が
'そ
れ
等
に
刺
戟
さ
れ
て
、
特
に
蝦
夷
に
注
問
し
た
こ
と
は
、
彼
の
著
作
中
至
る
と
こ
ろ
で
こ

.れ
に
言
及
しV

ゐ
る
こ
と
に
依 

つ
：て
%-
:
明
か
で
あ
'る
。
.殊
に
彼
は
田
沼
.の
積
極
的
開
發
政
策
に
は
恐
ら
く
心
か
ら
賛
意
を
表
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
寬
政
.元
华
十 

1

月
に
、
彼

は「

浚
廟
.の
御
時
天
明
五K3

已
翌
丙
午
兩
年
の
內_
本
朝
の
)®
島
蜈
夷
國
界
御
見
屆
御
用
被
仰
卯
た
り
。
依
之
彼
地
、

S

有 

同
可
被
差
遺
に
極
れ
り
、
於
是
利
明
窺
に
懷
ふ
に
、
幸
弗
成
る
哉
此
時
に
逢
ふ
事
、
何
卒
し
て
彼
地
へ
我
黨
を
假
令

‘匹
夫
に
成
o
共
爲 

3-

遺
し
度
、
闪
之
謂
を
設
け
、
其
筋
の
宿
司
に
便
り
、
逄
を
請
ふ

」
(「

本
多
氏
策
論
跟
夷
拾
遺

」)

と
述
べ
.て
ゐ
る
。

か

く
し
.
て
そ
の
弟 

子
最
上
德
內
を
派
遺
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
松
平
定
信
の
消
極
的
政
策
が
採
用
さ
れ
、
恐
ら
く
利
明
と
し
て
は 

不
本
意
な
こ
と
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。
し
か
ー
愼
重
な
彼
は
あ
ま
り
不
滿
を
も
述
べ

.ず
、
む
し
ろ
宛
信
を
說
得
せ
ん
と
欲I
た
る
が 

如
く
、
前
揭
の「

策
諭
し
を
定
信
に
閱
覽
を
乞
ふ
た
く
ら
打
で
あ
る
。
そ
の
水
戶
藩
士
立
原
翠
軒
に
與
へ
た
書

•如
中
に
は
、

「

不
行
屆
肋
は

御
慈
愛
思
召
を
以
御
佐
略
被
成*
御
校
也
被
成
下
候
上
、
可
相
成
儀t
御
座
候
ハ

、
.
、

：
宰

相

様

、
；水

戶

.侯

筆

者

能

)

御

前

御

沙

汰

に

相

成

 

候
樣
他
度
心
願
に
御
座
候
。'歪
表
白
川
君(

定
信)

、等

.取
次
を
以
極
御
內
か
通.

o

之
.書
奉
入
貴
裏
^

.
し
か
し
彼
と
レ
て
ば
決
し
で
不
滿
が̂
い
わ
け
で
は
な
い
タ
殊.に
原
書
に
依
.つ
て
外
國
の
知
識
を
得
て
ゐ
た
彼
と
し.て
は
.か
な
6
旭 

々
.の
情
を
抱
い
'
.て
ゐ
た
こ
と
、
思
ふ
。
同
じ
く
翠
當
與
へ.た
享
保
元
年
芷
月
ニ
十
一
日
附
の
手
紙
に
、

「

北
地
の
事
1ー
付
&
々
深
キ
わ 

け

共

有

之

候

*

一

 一

十
三
グ
年
以
前
オ
ラ
ン
夕
の
都
の.本

屋

ュ

ー

織

行
.二
相
成
候
地
.理
書
、
私
手
.ニ
入
候
間

翻
！！

仕

掛

り

、
當

時

大

半

出 

.來
仕
候
、
然
る
所
常
州
よ
り
寅
卯
に
凡
百
五
六
十
里
に
し
：て
マ
：ル
，

v

ヤ
：ど
い
ふ
島
を
西
洋
ス
バ
ス
ヱ
ン
と
い
ふ
國
よ
り
見
聞
き
、
.又H 

'トn 

'フ
島
よ
り
子
丑̂

凡
二
百
里
に
し
.て

ジ

ー

ユ

ル

：
ハ
ジ
と
い

.ふ
大
地
あ
り
、
备
又
西
洋f
ノ
ゲ
ラ
ン
ド
と
云
大
剛_
よ
り
見
開
キ
、 

又
江
戸
よ
り
^
}寅
に
凡
四
S'
八
九
十
里
に
し
てタ
デ
ィ.ス
と
宏
出
崎
あ
り
、是

又

西

洋

：，
シ
ベ
交

'ィ
と
泛
國
^
り
縣
を
立
た
る
事
あ
り
ノ 

其
外
日
本
周
廻
の
島
々
大
抵
ハ
西
洋
よ
り
見
開
キ
.縣
を
建
て
±
人
を
悔
育
ナ
る
，こ
と
を
見
た
り
、
萬
姐
の
波
清
を
打
越
見
開
く
と
茇
に
、 

日
本
に
て
ハ
地
續
な
る̂

:
の
：土
地
へ
ゆ
く
こ
と
を
異
國
へ
で.も
行
事
の
様
に
.お
も
ふ
人
氣
0
徵
裏
は
笑
，來

な

る

こ

と

、も
.な

り

」

 

:0~

本

多

利

明

手

簡

」)

。
彼

に

と

つ

て

當

時

の

狀

態

が

如

何

に

樹

痒

が

つ

た

か

、
•
容

易

に

想

像

し

得

•る
と
こ
ろ
で
あ
ら
ぅ
。

以
上
：の
如
ぎ
狀
態
か
ら
、
利
明
は
繰
返
し
繰
返
b
蟆
夷
地
.開
發
論
ど
な
し
.て
ゐ
る
。
私
は
今
彼
ひ
經
濟
開
發
論
を
全
體
的
に
觀
察
す

る
前
.に
、.勿
論
そ
れ
と
無
關
係.の
も
の
で
は
な
い
が
、
先
づ
彼
：の
殿
夷
地
開
發
論
を
說
明
し
て
置
が
ぅ
と
思
ふ

o (

註)
■ 

' 

,

.

 

;

-

(

註)

本
多
刹
明
に
關
し
て
最
も
深
き
硏
究
を
な
し
、
又
最
も
多
ぐ
の
著
作
を
發
表
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、本
住
榮
治
郞
博
士
で
あ
る
。
そ
の
暫

rii
c 

世
の
■經
濟
思
想7

績
近
世
の
經
濟
思
想

」

に
も
利
明
に
つ
い
て

.述
べ
.
て
居
ら
れ
る
が

，
、
W近
世
社
會
經
.濟
學
說
大
系
し
.中
、.同
氏
.の
編
せ
ら
れ
た 

本

多

利

明

の

奪

開

霧

 

：

一

九

(

三
◦
さ



本

务

利

.叨

ゼ

雛

濟

開

發

類

. 

ニ
0
- 

c

三
〇
6
.

采
条
利
明
^
^
.に
ぼ4
從
龍
拧
さ
托
だ
利
明
の
著
作
以
外
に
、多<'
;
の
耒
刊
の
著
作
を
包
容
ざ
れ
た
の
は̂
:
麗
に
最
も
有
用
で
あ
る
。
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，•
て

-.
.
,

■
こ

-

-

.

.
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•

•
抱
多
利
明
が
#

夷

と

稱

す

；る
^

の
は
か
な
り
廣
_

で
氡
る
o

そ

の

，最

も

廣

義

に

、
解

釋

ず

.る
場
合
に
は
、
ず
ベ
て
未
開
地
を
意
味
し
、 

都
會
、
田
舍
に
對
す
る
.も
.の
で
あ
る
b

「

人
の
品
に
凡
三
等
お
り
、
?<

食
住
に
.係
る
所
の
も
の
に
t
-闕
る
物
な
き
土
地
を
都
#

と
い
ひ
、
 

闕
る
物
.あ
.夺
土
地
を
：田
舍
_
4
い

ひ

、

，其
#
1き
に
.至
る
土
地
を
锻
夷
と
云
な
.り
.
0

」

し
.か
し
彼
は
續
い
て
、「

皆
是
人
道
の
盤
と
不
整
ょ
り
、
 

都
會
と
.な
り
ぺ
田
舍
と
.な
及
、:.
;>
.蜋
夷
と
な
り
セ
、
兰
等
.に
人
物
居
れ
ど
'も
.
-悉
皆
へ
神
武
带
_の
遺
裔
な
れ
ば
同
種
類
な
り」

(
「

長
器
論」

)

 

秦

o

て
：ゐ
^

(6

直

る
.と
、パ
そ
れ
は
日
本
の
.馬
領
と
見
做
し
：得
る
未
開
の
地
と
云
ふ
意
味
ら
し
い
。
從
つ
て
と
耷
ふ
の
は
、
必 

ず

し

：も

今

日

の

#

海

道

：
の

み

を

：
指

す

0
セ
は
..な
.い
。
例
へ
ぱ
ぅ
日
㈣

^

に
唐
太
畠
と
^

ふ
大
島
あ
し
{
7經
1«
:
-秘
策
し
卷
下)

と
异
ひ
、
樺 

木
そ
の
他
0
:諸
鳥
玄
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
.當
時
般
夷
の
名
稱
は
極
め
て
區
々
で
あ
り
、
漠
然
た
る
も
の
.で
は
あ
つ
.た
が
、
こ
の 

頃
：か

ら

、

大

體

北

蟹

..及•び

樺

太

を

含

む
.

n.,

帶
.の
.諸

島(
盥
•西

蝦

夷

及'び
'北

螺

爽.

)

を
措
：す

や

ぅ

に

な

^
^

蛾
«
ゆ
勿
論
と
れ
等
を
指
す
の>
,あ
る
が
、
時
に
：そ
れ
以
外
に.及
、ぶ
.と

も̂
办
つ
.た
0「

朿
奧
娘
夷
.ヵ
へ
み
十
^

使

恐

ー

て

ゐ̂:
。
;'
.
'
'
? 

.

•
パ
'

V'..

パ
：

■:
■
 

-
 

.

利

明

ば̂
夷
が
開
發
.に
適
し
た±
地

セ

办

る

ど

，
、と

を

屢

々

言

明

1>
:て
.ゐ
る
^

主
.と
レ
そ
城
亂
±-
の
«:
.度
^̂

即
ち「

蚊i
w

地
之
.儀
は
、
北
極
出
地
幽
拾
鼠
ょ
り
五
拾
度
之
内
に
所
在
徒
候
大
«
に
て
、
，薇
■
島
今
も
I1-
く

-
松

前

所

注

島

樺

龙

島
 

幺
爾
島
は
.至
'て
大
國
'.
に
て
>
“稻
作
.比
_

ょ
り
無
覺
束
、
後
に
は
慠
に#:
り
、
.雜
榖
は
慷
初
ょ
り
齔^
^
.熟可
任
#
'
典
證
北
京
順
天

‘府
は
北
極
出
她
四
拾
餘
度
に
V

、
四
百
餘
洲
及
蒙
.进
數
洲
の
大
^

に
御
座
候
得
は
、
人
，々
俱
に
所
知
に
て
、
m

夷
土
地
諸
島
皆
四
拾
餘 

度
化
御
座
瓞
得
は
，，
朮
京
5

に
.氣
猶
は
瞭
然
^

W
礙
浪
.

■
と
商
■

;§
K
,炎
し
；c

「

四
：K

^
:B
^

g
;i
-

^
±:
s

£

-

^

^

Yて
ゐ
ネ
。
然 

4

に
卿
廣
地
は
.霍
爆
至
つ
て
哪
:;
<

a

■
で
;#

作
に
適
译
な
い
，の
姐
ど
ぅ
苦
ふ
あ
け
か
/0

利

明

は

と

れ

を

人

口

稀

少

.に

し

て

未

開

の

地

で
あ
る
.か
ら
:̂

：̂
运
ふ
':
0

:-
,
然
る
ぶ
霉
霧
至
て
深
く
濕
她
な
る
は
^

か
ん
と
な
れ
ば
，ノ
资

»

-

 
-

 

•:
.
 

......

く

.

:

:

.

.

.

:

面

赛

故

、
，
山

於

省

萬

說

く

大

着

清

柴

卿

繁

茂

せ

し

ゅ

へ

、

是
に

«

は
.れ

地

而

の

陰

冷

の

.濕

氣

太.陽

の̂
-

熱

.の

乾

氣

各

獠

壞

に

昇

俾

せ

/ 

'•
 

:
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•

•

:

.
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.

ず
、.
地
而
士
屯
|
|
す
_る
激
、
,^
1

患
く
土
地
を
蔽
ふ
1(「

本
多
氏
策
論
蝦
夷
拾
遺」

)

0

-

-

寒

國

：で

人

鬼

從

み

難

し

と

す

る

風

說

を

.各

所

で

否

定

し

て

ゐ

.る

利

明

も

流

石

に 

康
い
^

と
は
こ
れ
^

承
認
ル
、
寒
氣
は
日
本
人
め
寶
へ
攤
い
と
て
.ろ
で
あ
る
か
ら
士
1

て
、

一.策
を
案
出
し
て
ゐ
る
。
.即
ち
.：

「

冬
衣
冬 

.宅

冬

食

の

，
ー
ー

8

'.
0

湖
作
肝
裏
な
る
'べ
し
;:
0

因
て
ま
：り
.獸
類
の
.皮
.を
'?
>

つ
：て
冬
衣
.を
制
作
あ
.る
べ
き
な
れ
ば
.日
本
'ょ

り

鹿

猪

中

馬

.の

皮

類 

を
悉
く
賀
揚
て
,

り
遺
1

、
g

衣
の
制
作
あ
石
^

し
、
ま
.た
彼
地
セ
叻
岳
を
か
た
|

て
耑
窟
を
穿
ち
5

と
な
し
1

な
る
べ
し
、 

文

栽

獸

の

肉

類

袖

等

を

貯

置

、

冬

食

の

粮

と

な

，す

W

し

、

洛

土

人
5
:積

功;̂
る

者

を

擧.て
''此
.三

戡

の

謂

を

尋

問

し

、

渠

.に

司

ら

し

め

ば

彻
利
镟
徑
ま
た
あ
る
べ.し
ご(

同
上)

士
0

'

こ
0

點
や
>

實
行
に
困
難
が
あ
ら
ぅ0

-. 

. 

.

•
'
.
- 

+
• 

• 

. 

. 

■ 

• 

. 

-、 

-
-
-

:.
;

^

ち
ば
何
人
を
移
住
せ
し
む
べ
き
.か
。：

彼
は
都
#

Q

遊
民
を
移
准
さ
せ
る
こ
と
の
不
適
當
..な
る
皆
を
述
べ
、「

御
府
內
を
初
め
、
‘諸
國

繁
昌
の
.土
地
に
徘
徊
す
る
遊
民
を
移
し
.遺
は
し
度
衮
典
な
れ
と
、
迚
も
遊
拢
は
用
立
間
敷
、
遊
民
.に
成
程
の
者
な
れ
は
、
邪
智
も
有
て

:

-

,
:

. 

.

.

.

.

.

. 

..

い
ベ
と
^

我
に
利
な
き
は
■

-

す
、
我
慢
嗽
埒
に
し
て
良
民
を
侮
o

い
耷
々
し(r

蜈
夷
道
知
邊
し)

と
沄
ひ
、
雪
國
の
農
民
わ
移
it 

体
;'
#

獲
の
阏
濟
：開
發
論
： 

J
1
.
1

、.(

き

九

)



本
^
利
明
め
經
濟
開
發
論
 

1

5(

三

1
0

)
を
獎
勵
し
て
ゐ3

し
か
丄
彼
は
他
、の
と
こ
ろ
で
は
叛
：罪
音
の
移
植
を
忒
し
と

1 .

イ
ゐK

,

,0

即
ち
罪
人
を
强
制
的
に.移
併
せ
し
む
る
と
.
 

龙

、
>

|

|

|に
移
徒
|
ょ

ぅ

秦

治

.で
：|

ミ
御
領
私
|
社
領
之
_
入
^
^
^

付

"
.：遠
品
人
追
放
人
無
猶
人
ま
で
も
無
く
锻
夷.土
地
.‘■へ
被
差
遺',
罪
科
の
：輕
重
，に
於
て
遠
近
岛
之
觉
有
之
、
典
外
密
夫
不
儀
之
.男
女

•
隱 

寶
女
•波
り
盜
人
或
は
江
.差
を
始
、
諸
國
繁
茂
し
土
地‘に
人
別
帳
外
に
徘
徊
仕
候
^
共
に
て
、
良
说
之
災
害
に
熊
成
候
#
夂
ハ
夥

1 :

豸
之
，

此
#

以̂
御
手
當
被
下
傲
.差
邋
度
事
共
に
て
、‘何
れ
に
も
蝦
夷
±
地
に
此
方
之
人
物
住
届
仕
候
儀
は
勝
手
次
第
可
仕
皆
被
仰
出
候
て
、
..

• 

, 

. 

S
, 

. 

- 

, 

r
!
> 

I 

.

.

.

北
國
_
谁

羽

環

能

I

I
國
出
生
i

共は渡
海仕、

，

渡

蓋

候

裏

儀

 

有
之
此
胬
共
杯
は
好
望
仕
候
處
に
御
跑
候
間
、
內
心
に
は
福
を
得
候
心
地
仕
、
妻
子
引
連
移
徒
仕
候
胬
共

4
多
く
可
有
之
候」

.

( 「

蝦
夷
'.

-
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'
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，い
,

開
發
に
關
す
ネ
上
書」1
。
..自
山
移
^
が
淡
た
し
て
刹
明
の
萁
ふ
が
如
く
成
功
す
る
か
ど
ぅ
か
疑
問
で
あ
る
が
、
、
叛
罪
索
移
说
は
英
國
の
ノ 

浚
洲
移
段
に
.そ
..の
例
，が
あ
る
。
t-
r
l沼
意
次
が
蝦
夷
移
住
の
目
的
で
調̂
さ
せ
た
と
运
ふ
彈
左
衞
門
配
下

Q

者
に
つ
い
て
、
，
朋
瞭
：に
述
ベ
， 

て
ゐ
な.い
.
は̂
、
，
や

、
裔
異
の
感
が
あ
る

0
.
.
:
、ぃ

.

.：

.
ノ
：

.

.
:
 ̂

'

» 

-
F
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.
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土
她
.

發
は
如
何
な
.る
效
.艰
が
あ
る
參
に
つ
い
て
、
利
明
は
五
筒
條
を
擧
げ
て
ゐ
％
。

「

四
大
急
難
に
關
.す
.る
上
書」

及
び「

赠 

夷
土
.地
P9
®
i\
#
の
大
概」

の
兩
臀
に
お
ゐ
て
、
同
じ
や
ぅ
に
五
つ
，の
'點
を
說
明
.し
て
ゐ
る
。
第
一
は

「

異
國
七
大
日
.本
國
之
境
'报
も
相

,

* 

- 

. 

.
 

... 

' 

.

.

.

.■

.
 

•
.«'
-
.
.
• 
, 

.

.

.

. 

V
. 

• 

» 

し, 

;
.

立
、
,北
敵
防
き
0
御
嬰
害
の
爲
'に
も
相
成
、
邪
宗
.門
之
徒
も
猥
り
に
'入
る

事
」

が
.出

來

な
い
。
'被
は
特
に
こ
の
點
に
:0

_い
て
_
太
に
.谨
き 

を

超
い
て

楚̂

.を
以
歐
羅
巴
は
遠
國
な
れ
ど
も
地
續
な
れ
ば
、
版
太
島
は
大
切
之
國
坭
也
、
大
切
之
趣
意
は
モ
ス

コ

ビ

ヤ

の

政
務
は

 ̂

業
を
以
て
带
業
之
第一
と

^
ダ
ゆ

へ

、

近
年
に
なo

て
大
世
界
之
半
國
はモ
ス

コ
ビ
ヤ

に

颶

せ
り
、•典
威

勢

破

.
竹

之

勢

ひ

あ

り

i

い
へ
，

り
、
依
て
：.
.

日
本
人
追
日
追2
:

次
第
多
く
入
込
ノ
手
を
引
：ぬ
様
に
あ
る
べ
；き
大
切
$

地
な
り
、
；
：B

本
に
と
り
て
は
此
地
ほ
ど
大 

切
.
の
國
界
は
な
し」

(
「

經
世
秘
策
、

u

補
遺)

と
沄
つ
て
ゐ
る
，の
は
先
見
の
明
あ
り
と
.

M

ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
.姆
夷
地
開
發
の
第
二
の
效
果 

は
死
刑
认
の
救
命
そ
の
他
の
仁
政
、
f

一
 

は
命
銀
‘
銅
鐵
鉛
等
の
搪M

、.
第
四
は
百
穀
百
艰
の
潤
澤
、
.

第
五
は
.

「

大
樹
の
良
材
多
き
土
地 

龙
れ
ば
、..速
狻
の
長
器
船
舶
を
新
造
す
る
の
材
木
を
得
.

」

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
土
の
如
く
多
く
の
利
益
が
あ
り
、
锻
夷
開
發
は
利
明
の
栩
ヵ
主
張
す
る
と
.
こ
ろ
で
あ
つ
た
0

然
る
に
こ
れ
等
の
上
書
、
著
作
の
¥
 

代

を

見

る

と

、
，
，何

れ

も

寬

政

年

度

.で
あ
る
o

r

本
多
氏
策
論
蝦
夷
拾
遺」

に
は
寬
政
元
已
酉
年
十
'

月
の
自
宇
が
あ
り
、「

蝦
夷
土
地
問
發 

愚
^

の
大
概」

は
寬
政
三
辛
亥
华
正
月
、「

蜈
夷
間
發
に
關
す
る
上
書」

は
寬
政
四
壬
子
年
七
月
で
あ
る
。
か
の
林
子
平
が「

海
國
兵
談」

を 

藩
し
て
罪
せ
ら
.
れ
允
の
は
•

，
寬

政

四

年

の
‘
五
月
十
六
日
で
あ
る
。
pi

矶
明
の
そ
れ
等
の
著
作
は
刊
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
點
で
干
平
の
如
く 
■ 

11
3

せ

ら

る

、

こ

と

な

く

し

.

.て
濟
ん
だ
の
か
。
し
か
も
彼
は
そ
の
後
も
續
い
て
幾
多
の
蕃
作
を
な
し
て
'
ゐ
る
。
著
作
年
月
の
明
か
な
も
の 

を
擧
げ
る
士
、'
寬
政
七
部
に
1

自
然
治
道
之
辨J、，

寬
政
十
年
に「

西
域
物
語」

及
び「

經
世
秘
策」

.被

篇

、
寬
政
十
一
ー
年
に
ぅ
河
道
.：
！
-
寬

政 

十
'

1

1

¥改
め
、'
享
和
元
部
に
.

「

蜋

夷

道

知

邊

」「

長
.器
論
/

渡
海
日
記
し
な
ど
で
あ
、

^

然
る
に
享
和
元
年
以
後
、：
殆
ど
著
作
を
し
て
ゐ
な 

い
。

彼
の
ー
死
ぬ

.ホ̂

に

未'
だ
ニ
十
年
の
.
歲
月
が
あ
る
0

'
妨
前
に
‘
.あ
れ
.
だ
け
の
：著
作
を
な
し
、
>

の

後

も

外

國

書

を

_

ん

で

ゐ

た

と

推

定 

し
:#

る
彼
亦
衝
故
筆
女
絕
つ
た
の
か
明
白
で
な
い
：0
: : 

'

.

 

.
:■
..
.

ノ 

.:

享
#

元

年

と

：
沄

ふ

年

は

利

.明
に
と
つ
て
、
い
ろ
ぐ
意
味
の
.
あ
る
年
で
あ
るO

彼

は

こ

の

年

，の
，
五

月

八

日

官

船

凌

風

丸

の

船

頭

と

し

.

. 

て
；房
州
柏
崎
を
出
帆
し
ク
般
夷
她
に
波
航
し
、
.十
片
汍
日
：.に
品
.川
沖
.に
.歸

つ

：：
て

ゐ

る

0

こ
，
.
の

渡

航

に

，つ
V

て
：
は

、
.
.

「

渡
海
.日

記」
一

篇

が 

本
多
.荆
叨
の
細
濟
開
發
論
：
 

ニ

三

Q

r

C



.素

荆

別

の

猶

濟

開

發
論 

ニ

四

(

三 

一
二) 

あ

る

が

、

そ
れ
：は

.全
然
•報
告
書
的
<p
';
%
.の
で
、
鰕
爽
地
'に

關

す

る

意

見

：も

觀

察

^
述

ベ

ら
.れ
て
ゐ
な
い
。
.彼
が
實
際
に
見
聞
し
龙
結®
•
 

自

己

の

所

說

に

疑

惑

を

坐

じ

た

の

か

。

あ

る

ひ

：は

歲

す

：で
に
老

^
て〈

五

十

八

歲>文

筆

に

懶

く

な
.つ
た
の
：か0: 

'
あ

る

ひ

，
.は

慕

府

の

禁

忌 

を
，
恐

れ

：た

の

#

。
淳

和

，元

年

と

推

定

さ

れ

る

.：三
月
十
八
日
附
、
立
原
翠fr
宛
の
書
面
中
に
、

「

當
時
禁
忌
之
儀
難
有
、
右

！一

 
付
北
地一

件 

之
^
を
相
記
書
記
事
候
分
，ハ
、
御
厚
キ
御
手
C

S

S被
指
置i

日
，
：初
：て
奉
伺
、
.'S
女
堵
仕
候
*
且
禁
.に
響
.申
候
あ
ハ
萬
事
不
便
と可
相 

成
、
.御
遠
慮
を
以
被
仰
付
密

J
f
、
*

有
心
根
に
猶
し
候
儀.

U.

御
座
候」(「

本
多
利
明
手
簡」)

.と
あ
>
の
も
何
も
の
，か
を
承
唆
す
る
ぜ 

に
し
，.て
も
彼
の
議
論
を‘見
れ
ば
、
^
し
'6
彼
が
，當
.時

處

細

さ

れ

な

.か
つ

^
方
が
不
思
議
と
感
ぜ6>
-
-る
、
':
<
ら
ゐ
で
.あ
る
0
1.本

芘

博

士

も 

指
摘
さ
る
、
が
如
く
、
恐
ら
く
彼.が
そ
.
€
,著
書
を
'公
に
せ
ず
、
少
數
键
識
の.士
せ
？
：ぃ
て
そ
の
意
見
を
徵
し
た.に

過

ぎ

な

か

.つ
た
か
ら 

で
あ
ら
う
0:
以
下
彼
0
經
濟
論
を
沙
し
く
德
系
づ
け>

#
察
し
.て
見
ょ
ぅ
0
.
.
.
.
.
:
,

利
明
.が
經
濟
的
開
發
：の
必
要
を
ヵ
說
す

.る
に
至0
.た
事
情
冬
亦
時
代
の
要
；求

.に
'應
ず
る
も
の
に
，外
な
ら
だ
か
つ
た
。
當
時
多
く
の
識 

者
が
問
題
.
^
し
'て
，ゐ
た
武
士
汲
び
百
姓
の
困
窮
と
商
人
の
富
の
蓄
積
と
が
同
じ
く
利
明

.の
議
論
の
前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る

O

し
か
冬 

被
も
亦
武
士
：中
心
論
者
で
、
商
人
め
發
達̂
是
認
す
る
者
で
は
な
い
。
こ
の
點
に
ぉ
ゐ
て
は
彼
は
決
し
て
新
し
い
論
者
で
は
な
い

Of.

國 

锻
の
次
職j

か
そ
の
辟
發
論
.0
截
猶
と
し
て
主
漲.さ
れ
、.:̂
士
!|
:
尊
重
し
、
商
人
を
啤
賤
と
す
る
考
へ
方
は
當
時
一
般
の
論
奪
と
少
し
も 

變
り
.が
尨
.い
。「

悉
皆
衆
人
相
$
.に
相
勒
相
救
て
、
今
日.の
身
を
立
家
を
保
、
世
を
送.る
.な
り
卢
衆
人
.の
中
に
士
ほ
ど
貴
含
も
の
は
な 

し
、
'四
民
，

Q

上

、
に

閣

た

る
朝
制
な
れ
ば
、
身.に
、ひ
.が
と
士
杯
狱
い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
朝
夕
と
な
く
國
恩
の
'^
り
が
た
き
こ
^
を
忘
印
せ

^
、

萬
嗔
萬
端
敬
識
み
シ
寸
陰
を
も
名
し
く
せ
ず

"
古
今
和
漢
西
域
の
事
蹟
に
心
を
用
博
く
學
で
狹
き
に
も
钼
せ
ず
-
所
謂
心
廣
體
胖

な
.も
んこ

i

を
忘
却
せ
ず
、
常̂

守
て
懈
念
せ
ず
、
.
'

.

是
を
名
て.

士
，と

賞

し

、
四
民
の
，
上

に

関

き

尊

敬

す

ベ

き

人

物

な

り

」
經

世

秘

策

し

I

，

一
'

厂

f
 

■

 

.

 

. 

:
 

.
.
.
.
.

 

'

 
•

 

.

 

,
: 

lit
 

•

 

.
:

. 

... 

.

武
士
の
.生

活

は

調

論

^

し
.て
貧
窮
す
る
普
の
も
の
で
は
な
.

》

。「

各
城
下
の
居
住
な
れ
ば
傍
颦
同
士
夫
々

懇
切
の
出

會

に

て

、
文

武

の

 

稽
杏
、
.家
業
の
#
本
.た
る
こ
と
そ
亡
心
れ
ず
州
精
し
、.奢
侈
を
禁
ず
、.
.領
國
の
百
姓
を
大
切
に.心
を
用
ひ
て
撫
育.し
、
.
儉

約

慕

に

す

れ
 

，ば

續

乏-ヤ
.る

ヒ

と

な1
0

」

然

;^
忆

:»
際

は

ど

ぅ

，
か

0
.

「

策
臣
の
宛
行
を
借
拗
げ
、
'
商
賈
の
借
財
を
償
と
い
へ
ど

も

、

減
ぜ
ず
し
て
却
て 

增

殖

す

る

と

と

常

な

り

、
.
或

六

萬

石

の

#

借
財
增
長
し
、
返
濟
せ
ざ
る
に
，

ょ

り

公
訴
と
な

り

、

公
裁
の
總
高
金
西
十
八
萬
雨
餘
と
宏
へ.
 

、り
、.六
萬
石
^
成
を
以
て
返
濟
す4 

f

"
凡
5
ハ
十
年
も
渡
し
切
に
害
れ
ば
、..皆
濟
の
期
を
見
る
こ.と
か
た
.か
る
ベ
し
、
實

ヶ
 

糠
'の
.身
注
の
み
.に
ぁ
^

^
じ
け
れ
沾
名
ノ
肩
办.喃
賈
の
借
喷
の
な
き41
贵
し
、：
苦
々
敷
に
ぁ
ら
ず
や

」

、(「

經
世
秘
策」

卷
下〕

0 

'
.
.
咖
く
セ
如
^
給
部
を
纸
ず
る
の.は
何
故
，か
;'
:0卜
天
下
の
通
用
金
銀
は
み
な
商
質0
手
に
渡
b
.
'豪
富Q

名
は
.商
質
私
の
み
あ
々
て
、
永 

祿

;:
0
:長
苕
た
.ァ

ヨ

家

は

赀

貴

窮

な

々

、
故

に

商

裔

.勢
ひ
追
>.
.盛
.に
.
し

て

昀

民

宝

與
冲
五
'は
衡
興
の
收
納
、'
_其
，
ー.は
武
家
の
收
納
と'せ
0
、
し

(

同

上)

0
彼
找
同
樣
の
こ
と
を
そ
の
著

「

長
器
論」

中
に
述
.べ
'て
ゐ
る
が
、
そ

. 

• 

.
 

^
 

.

.

.

.

<5
泡
往
は
耍
す
^
に
咬
易
の
^
が
商
1
の
手
に
あ
る
か
ら̂

と
^
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
.の
-數
字
そ
.の
も
の
，は

何

等

麗

値

あ

る

も

の

で

は 

な
い
。
肩
4
羽
#

''
|
|
1
北
郡
邊
で
は
米
1
-#
が
.泣
^
で
あ
石
0然
る
に
江
戶
で
は
百
文
で
、
十
六
倍
以
上
で
あ.る0
故
に
商
人
.がj

萬
兩
の 

元
金
で
、
：
仙
说
沭
仓
江
戶̂
廻
送
す
名
.と
寶
^
拾
ホ
萬
滿
で
:'
:
'推
五
：萬
南
ほ
利.益
^
众
り
、
商
賈
の
手
に
落
ち
る
故、P

大

豪

富

出
來
す 

.

.^
多
^1
明
の
.經
濟
開
發
論
 

~ 

- 
£ 

C

三j 

t
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.

本
多
利
明

S

濟
開
：發
論

.

.

 

ニ

六
.

2

ニ

四)

 

べ
き
：道

理

朋

な

：り

」

匕

茕

：つ
て
ゐ

.

る
. 0

要

す

る

：に

初

期

の

商

業

養

本

吻

浩

動

を

意

味

す

る

'.
0

..
パ

.
こ
れ
®

す
.る
方
法
.と
：し
て
彼
は
諸
所
で
國
逍
の
天
職
た
る
交
易
の
必
要
^
カ
說
し
て
ゐ
る
。
し
：か
し
彼
は
段
業
を
盡
く
鐵
し
て
、 

國
營
を
生
狠
せ
ん
と
す
るo
で
：は
な
い
.や
ぅ
で
ぁ
名
。
な
ほ
詳
細
は
後
述
す
；
が
、
こ
、
に
商
人
統
御
の
方
法
^
し
て
述
.ベ
て
ゐ
る
と
. 

こ
^
を 

一
.
と̂
し
て
引
用
す
る̂

^
め̂
る
-^
つ
ル
何
賴
不
足
と
大
概-^
她
量
し
ノ
て
、1
^
を̂
以
.て
此
^
.よ
”
彼
の
1^
へ
.
'彼
^

よ
.
•
り

此

资 

へ
運
送
し
、
翌
年
春
よ
り
秋
ま.て
の
寶
買
は
、
前
年
十
一
一
月.ま
て
，の-

E

然
相
場
の
內
外
共
に.一1

ー
割
の
典
下
に
て.賢
資
ぁ
る
に
於
て
は
、 

庶
人0

心

任

せ

相

，叶

ひ

次

第

に

寶

買

さ

せ

、
，
若

し

此

.一

.一
一
割
の.'的
を
打
ち
越
、
直
段
高
下
ぁ
る
に
於
て
は
、
速
か
に
館
P
交
易
を
發
す 

へ
し
。
.高
it
な
れ
は
寶
出
し
、
，
下
直
な
れ
は
質
揚
け
、
.'牢
中

 

一，
ニ
割
0
間
に
保
ち
、
交
易
ぁる

に

め
て

は
、
天
卞
の
質
質
皆
自
然
に
平 

均
に
な
り
規
則
立
ち
て
、
毎
年#
よ
0
.秋
迄
は
'
.
'ニ
割
の
間
に
直
.段
0
高
下
ぁ
る
昝
と
*
國
々
の
風
俗
も
可
立
替
な
り
。
さ
.す
れ
は
姦 

商
等$

利
慾
は
此一

一
.削
の
辻
を
£
る
事
紅
.ら
さ
れ
は
、
自
然
.に
芷
直
に
な
り
世̂
渡
る
.な
り」

(「

自
然
治
逬
.之
辩
1)

。

勿
：論

こ

の

思 

想
は
新
し
い
も
の
で.は
な
い
。
常
苹
倉
思
想
に
多
少
の
變
更
を
加
へ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
荻
生
徂
徠
の

「

米
を
し
め
：置
く
法」

と
同
一
轍 

で
ぁ
る(

拙
著
，
荻
生
徂
桃」一

」

五
〇
與
參
照)

。
し
か
し
利
明
は
こ
の
點
に||
*
;ま
ら
ず
，
さ
ら
に
船
舶
論
か
ら
貿
易
論
に
進
ん
で
行
く
と 

こ
ろ
に
、
著
し
い—
違
が
あ
る
？ 

- 

次
ぎ
に
盛
民
の
狀
態
は
ど
ぅ
で
ぁ
る
か
。
武
士
の
財
政
難
は
當
然

「
農
民
を
實
め
虐
る
よ
り
外
の
所
業
な
し
、終
に
過
祖
稅
を
取
、
課 

役
を
掛
る
に
茧
る
な
り
ノ
於
レ
是
農
说
椹
兼
ね.,手
餘
地
と
名
け
良
田
畑
と
し
れ
ど
亡
處
と
爲
て
、
租
税
の
減
納
を
謀
る
な
り
、
固
よ
り 

食
窮
に
.迪
り
.て
よ
b
湧
出
た
る
謀
策
な
り.
只
今
ま
で
.も
下
男
女
を
召
抱
炎
る
も
、
所
持•の
田
姻
杧
亡
處
出
來
す
る
程
な
れ
ば
、
下
與

女
を
召
抱
ん
力
も
なV、

手
勢
を
以
せ
ん
に
耕
作
なo
兼
、
又
も
亡
處
を
增
割
る
な
り
、
斯
な
り
行
勢
ゆ
へ
に
、
出
生
の
子
を
間
引
こ 

と
は
扨
置
、
ft
死
人
も
出
來
す
る
喾
なU
S
J
C

「

西

域

物

語

，
卷

下

)

。
'か
く
.
.一.般
に
百
.姓
.の
疲
弊
は
運
だ
し
い.が
、
.特
に
關
東
は
關
西
に.

比
し
ャ
貧
し
い0

「

.：1
:本
の
.大
都
會
た
る
谀
都
所
莅
の
土
地
な
れ.ば
、
.關
東
の
諸
國
に
こ.そ」

：
大
豪
富
の
商
贾
が
あ
る
ぺ
.き
笹
で
あ
る

の
，

- 

. 

• 

- 

, 

.

’ 

.

.

. 

- 

.

.

. 
•

,

に

ン

羣

で

蒙

の

は

何

故

か

ニ

彥

理

摩

彼

は

指

摘

し

て

き

。.つ
は
關
西
が
定
免§

で
あ
る
の
に
、.

1
が
最
檢
見 

で
ふ
る
こ
と
、
，
他
り
一
つ
は
關
艰
が
河
道
ょ
ろ
し
か
ら
ず
、
船
舶
運
輸
の
方
の
ょ
ろ
し
か
らざ
る
こ
と
で
あ
るO

「

然
れ
と
も
今
急
に
檢 

見
を
停
止
し
宛
免
取
简
の
觉
法>
改
革
せ
ん
事
は
烛
も
仕
難
き
時
勢
な
れ
は
、
河
道
を
通
じ
海
道
を
.開
く
を
急
務
と
.せ
ん
歟」

と
没
ひ
、 

具
體
的
に
利
根
川
そ
の
他
の
藤I

じ
.
p

i(「

河
道」)

。
こ
の
議
論
は
彼
雾
ふ
急
務
の
ー
，
つ
で
あ
つ
セ
、

一
括
し
て
論
ぜ
ら
れ 

て
ゐ
る
0
.
.
-

以
上
士
農
商
につ

い
て
‘論
ず
る
と
こ
ろ
は
主
と
し
て
沭
に
關
す
ろ
點
で
扣
つ
た
。
し
か
し
彼
は
金
銀
の
作
用
を
金
然
無
視
し
て
ゐ
る

.

ゎ
け
で
は.な
.
い
。
即
. %

通
貨
の
限
度
を
双
け
る
と
と
の
必
要
を
論
じ
て
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
。

r

若
過
て
通
用
金
銀
に
際
限
な
く
保
ち
與
ゆ

; 

... 

. 

. 

•

る
時
は
•
，

庶
人
の
内
に
豪
赏
出
來
、
阈
政
に
宵
あ-る
.の
み
に
.非
ず
、
奸
商
湧
出
人
知
ら
ず
異
國
へ
拔
行
く
薆
あ
り
、
依
て
通
用
金
銀
の

• 

.
 

-
 
-
 

.
 

.

.

.

. 

-'•••>

M
數
亿
際
限
を
雜
て
放
ち
與
ゆ

：

る
こ
^
/肝嬰

..

な
り
、
天
卞
の
金
銀
銅
は
通
用
の
外
は
錢
ら
ず
上
へ
蘊
積
せ
ざ
れ
ば
、
_
家
を
永
久
に
保

+

•

.

.

/

V 

,

ち
難
し
、

：

:^
過
て
際
限
な
<
,放
.ち
與
ゆ
る
時
は
、
諸
笆
高
直'に
な
'り
.て
、
金
銀
_の
位
を
.卑
下
す
る
も
の
也
、
：
：
逋
用
金
鈒
の
位 

漸
く
卑
下
す
る
は
、̂

產
の
'.出

來
■»
と
通

用

金

銀

み

■
興
多
少
不

釣

合

とな
.る
故

な
り
、
‘食

時

は

殊に
農

民
減
少
し
て
、
l
ai
出

高

追

年 

本
♦
利明
の

經
濟
開
發
論 

ニ
.七
' 

(

三 

ー
3£〕



本
,
利
:|
翻
:̂
鳴
灌
输
 

二

八

(

三
ー
六) 

不
足
：と
な
る
に
、
通
：用
金
離
は
前
々
ょ
セ
融
通
し
て
不
朽
の
上
へ
、
猶
追
メ
放
ち
1
ゅ
る
ゅ
へ
、
益
諸
色
高
直
と
な
る
な
り
、
金
銀
は 

te
貴
き
を
以
•治
道
に
益
あ
{
と
せ
.り」

'<
*
:主
服
し
>
:
ン̂
フ
レ
.ェ;>
'9
ン
、政

策

、
，
殊

に

德

弊

の

鑄

造

を

不

可

と

す

名

o

さ
ら
.に

續

い

て

、 

「

殊
に
通
用
金
銀
は
國
產
融
通
を
旬
て
ノ
四
民0階
級
を
]|
:
;
.
す

の

耍

務

'^
れ

ば

、.不
レ_多

不

レ

少

諸

色

の

直

段

中

分

な

.る

所

ぬ

際

限

を

立 

て
、
餘
？
に.下
：直

カ

ら

ば

放
4
與
へ
、
餘
1)
.に
.高
直
.な
ら
ば
别
裼
げ
、'■
«
¥
.制
す
れ
ばr

本
十
年
以
來
の
.平
均
相
場
を
以
、，大
妁
を
見 

免
め
、
常
に
密
々
差
引
せ.:^
れ
ば
.な
.ら

;t
ノ
其
餘
林
廉
俥
に'納
.て
^.
す
'と
.と
を
.嚴
禁
.せ
.り」

x
「

經
世
^

^」

上
0
0 

.
彼
^
同
様
の
.議
論
.を 

「

西
域
物
語」

に
^
指
摘
ル
\
通
貨
，に
依
.る
.物
«

‘政
，策
の
.必
.耍
を
論
じ
、

「

常
ゃ 

0
m 

憤
怒
の
遺
念
を
藕
稹
し
、
够
に
刑
罰
の
罪
人
多
く
な
り
て
、
國
民
を
失
ふ
；

0.

と
も
多
き
に
至
る
も
の
な
り*
因
て
1
用
金
銀
の
多
少
盖 

引
程
次
切
な
る
政
務
は
な
し

」

士
さ
へ
斷
宠
し
て
ゐ
る
。

,
,
.
從
つ
て
彼
セ
金
銀
の
棟
出
に.：.つ
い
て
も
問
.題
と
し
て
.ゐ
K

o
し
か
し
彼
は
と
れ
を
通
貨.の
問
題
と
せ
ず
に
、
諸
道
具
諸
器
讨
の
.材
料

. 

• 

- 

, 

.

.

. 

.•

、ン

U., • 

- 

• 

• 

• 

. 

. 

.

 

. 

•
. 

‘

な
 

-
-
^

 

-
t
- 

- 

S

と
し
て
問
題
.と

し
.^
ゐ
.る
.
.の
で
あ
；る
。
彼
に
か
う

 
一

K
ふ
考
へ
を
與
べ_た
の
.は
、
彼
ゎ
西
洋
に
對
す
る
知
識
か
ら
で
あ
つ
及or集

巴

の 

諸
國
は
、
如
何
な
る.所
爲
i
り
其
規
則
立
て
：.興
大
業
成
就
せ
し
哉
と.問
む
人
に
對
.て
日
、
萬
國
へ
皓
航
を
遺
て
、
交
易
し
て
余•银
•

,
 

..

免

.

.

.

•

銅
を
求
得
故
な
.る
べ
し」

，と1K'

ひ
、
新
井
自
石
.の「

本

朝

寶

貨

通

用

事

，略

」
の
數
字
を
そ
の
.
.ま
X
に

則

用

し

、

「

或

人

歎

，て
日

」

'と
し
.て
、
こ

れ

又

白

石

の

議

論

を

そ

の

，ま

\
轉
戦
し
て
，
ゐ
.
‘る..

(
「

經

濟

放

，
言

」

.

)

。

從

つ

て

金

鈸

銅

の

.
流

出

に

，
つ
.

い
-て
.彼

自

身

は

前

述

の

如
く

資

財

と

し

. 

, 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'

て
と
れ
を
失
ふ
こ
と1
遞
じ
た
の
で
'^
ら
う
が
、.又
他
方
白
布
の
两
ふ
が
如
く

「
金
銀
は
顧
土
の
骨
な
り

」

と
す
る
こ
と
に
も
同
感
を
有 

し

て

ゐ

た

の

，
で
，
あ

ち

う

。

.. 

て

.
 

.

.

こ
V

に
‘こ
れ
と
關
聯し
て
-
.
|
が
銅
の
精
煉
技
術
に
つ
ハ
い
て
特
殊
の
技
能
を
有
し
で
ゐ
爹
と
を
述
ぺ
て
置
ぐ
こ
と
は
必
ず
レ
も 

無
灯
な
こ
と
で
は
.あ
る
奪
い

o

.

彼
は
わ
が
國
0
輸
出
_
办̂

金
を
含
む
こ
と
‘を
指
摘
し
、
次
ぎ
の如
く
論
じ
，で

'

ゐ
.
.

る
.

0
1新
辭
よ
り
金.

紙 

を
絞
取
と1K.

こ
と
を
も
せ
ず
に 
>
:銅
山
よ
以
出
，產.

Q
#

に
'
て

異

國

交

易

に

用

る

ゆ

へ

^
,
:
日

本

の

金

銀

柄

銅

の

三

ロ

叫

に

，吹

分

る

..セ

方

を
 

得
ざ
る
を
欺
き
、.支
那
和
蘭
陀
.と
も
.に
'日
本
よ
げ
宛
例
の
金
含
銅
六
十
萬
足
は
バ
母
年
取
入
べ
き
物
と
究
>
'
,
■
渠

が

持

渡

る

所

の

物

は

"
傲 

物
の
み
を
交
易
高
に̂

合
せ
ん
程
を
課
詰
て
持
渡.る
じ

と
を
常
とせ
り
、
日
本
を
侮•

た
る'

仕

方

な

^

ば
用
へ
话
す

<

き

に

隹
ず

，

日

本

.'く 

同
士
の
交
易
.と
違
ひ
、
損
金
あ
れ'
ば

魔

の

，
損

金

と

な

る

ゆ

矣

に

.、

,.
.
金

銀

柄

銅

0

.

1
1
:

ロ2
に
吹
分
、'

金
何
斤-

.
'
.銀
何
斤-

柄
銅
何
斤
と
銘
々
：
 

交
易
と
な
る
に
於P

は
、
侮
欺
べ
含
奸ti
*

s
葉
も
絕
m
て
、
眞
實
の
_
利
.交
易
4
な
ら
ば
、
各
國
相
瓦
に
損
益
互
格
の
塞
と
な
る 

T,

し
-(「

經
世
秘
策
し
後
編)

と
述
べ
.、
異
瞬
.交
.展
ぼ
戰
带
乏
同
穰
故‘〖

國
用
.に
，必
要
な
き
も
の
を
輸
入
せ
ず
、
必
要
不
可
缺
の
も
れ
の
.み 

を
輸
入
せ
よ
と
一
其
ぶ.？
貿
易
そ
.の
も
0.
;
に
<?
.い
て
は
.後
進
疒
が
0
'
: 

.
ベ
'-.
.

:
:
,
.
'
-
:
.

::
.

銅
の
.吹
分
け
に
づ
.い
•て
，は
、.か
の
住
.友
の
祉
先
泉
屋
现
右
衛
門
が
南
蠻
人

©
水
に
.つ
い
て
銀
銅
吹
先
の
法
を
習
得
し
た
話
は
有
名
で 

あ

る
.0

利
.明
.も
勿
論
こ
れ
b
知
つ
て
ゐ
た
。
そ
の-»
經
世
秘
策」

に
は「

大

阪

泉

屋

吉

次

郞

が

先

祖

天

疋

十

九

年

南

蠻

人

白

水

と

い

ふ

者
 

よ
り
銀
: ^
法
相
傅
を
得
て
後
、
今
に
至
つ
て
典
業
の
長
司
と
な
る
‘
.其

仕

方

を

見

る

匕

金

銀

含

銅

を

目

利

し

、

錯

と

銅

と

蕩

交

是

:̂
.
合 

吹
と
い
ふ
-
其
後
南
蠻
语
仕
掛
合
吹
銅
上
り
鈴
を
拔
取
る
な
り
、
其
紙
の

C

に
少
し
銀
を
交
て
あ
か
ゆ
へ

H

常
の
如
く
灰
吹
に
し
て
、 

鉛
を
拔
去
て
11
\
'
銀

と

ず

.る
な

り

、

.鉱
は

少

し

.拔
取

と

い

.へ
ど

：も

.
*金

'は
ニ

：向

に

拔

_
:る
：こ

.と
な

し

：

」

と

餘

記

し

て

ゐ

る

0

.,

.ン
’利

明

皆

際
に
住
友
の
親

揀
i

見
し
た
る
盔
ぐ
、
水
月.の
儒
者
小
宵
山
楓
畔
に
：宛
でた
寬

政
十

一

.年
未
已
疋
月
廿

一
日
の
書
..

本
多
利.明
-
の
經
湃
開
發
論
'. 

\
: 

一.飞

(

ヨ
.一
七
-

〕



本
多
.利
叨
の
經
濟
開
發
論
 

/ 

. 
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Q

U八) 

翰
に
、

「
大
陚
へ
褪
越
一
一
も
經
營
と
ハ
申
な
が
ら
、
銅
山
よ
り
金
銀
を
絞
リ
取
、
又
ハ
川
々
谷
々
有
之
候
瀉
銅
よ
り
金
銀
を
絞
リ
取
候
義

.

■

多
苹
蘊
積
仕
事
不
決
疑
惑
生
し
、
右
者
天
疋
十
八
以
來
、
銀
絞
り
御
用
相
達
し
尻
候
泉
屋
吉
次
郞
と
申
者
、
大
阪

 

>ー
而
豪
富
に
有
之
： 

吹
屋
共
頭
取
、
右
之
者
囱
水
と
中
異
國
人
傳
法
候
由

一一而
，
南
蠻
吹
と
中
事
鍛
煉
之
若
の
电
每
々
よ
り
承
居
候
ー
ー
付
、
大
阪
町
泰

ff
威 

光
を
以
入
館
瀬
踏
仕
、
密
事
口
授

I

々
採
紫
仕
，
然
る
所
さ
し
た
る
義
も
無
之"
先
安
心
仕
候」

と
報
じ
て
ゐ
る
。
前
揭

「

經
世
秘
策」 

後
編
の
註
記
は
こ
の
實
見
に
依
つ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
，で
あ
ら
ぅ
。

！
丨

’ ''

枭
屋
が
ど
の
程
度
ま
で
秘
傅
を
開
放
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
相
當
塔
門
的
知
識
を
有
し
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
利
明
が
探
索
し
た 

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
秘
傅
を
か
な
り
暴
露
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
彼
自
身
が
ど
の
程
度
の
技
術
を
有
し
て
ゐ
た
か
は
不 

明
で
あ
る
。
唯
彼
が
立
原
翠

#

に
與
へ
た
寬
政
十
ニ
年.十
月
廿
八
B
書
翰
中
に
こ
れ
に_
す
る
面
甶
い
事
俾
を
報
じ
て
ゐ
るo
.そ
れ
ば
. 

小
a*
山
楓
軒
と
の
文
通
取
次
か
ら
知
人
と
な
つ
た
萩
、
鈴
木
、
大
嶺
の
三
人
と
雜
談
中
に
、
銅
か
ら
金
を
拔
取
る
こ
と
を
話
し
た
と
こ 

ろ
•水
戶
侯
の
坪
に
入
り
、
終
に
實
驗
と
云
ふ
こ
と

に

な

つ

た
事
件
で
あ
る
。「

如
尊
命
古
銅
よ
り
黄
金
を
絞
取
候
儀
を
御
內
密
ニ
而
、
様 

々
御
試
可
被
遊
思
否
候
旨•
其
業
可
仕
段
被
仰
付
、
大
驚
御
免
可
奉
願
候
と
奉
存
候
へ
共
、
何
事
も
天
命
の
所
歸

•
覺
悟
比
、
御
請
li

t 

度
相
勤
候
之
所
、
少
々
ハ
出
金
も
有
之
候
べ
共
、
少.々
に
て
パ
指
金
な
と

A

K荮
術
等
-
も
響
キ
、
不
宜
儀
も
可
荷
之哉
と
、
萩
鈴
木 

大
嶺11

一御
氏
御
遠
慮

一一而
' 
一
_
出
金
出
不
申
旨
申
取
可
然
旨
之
御
沙
ホ
と
相
成
、
今
廿
七
日
迄

U

相
仕
舞
、
即
£
1:右
三
御
玫
御
立
會 

被
申
渡
候
ハ
、
此
度
之
儀
鞞
驗
シ
一
通
リ
一
一
付
出
金
有
無
之
儀
に
相
係
不
申
、
其
旨
ハ

.內
々
達
御
聞
、.
却

而

御

滿

足

一

一

思

^

、

異

國

交 

易
之
銅
御
惜
少
く
杯
御
安
堵
之
筋
相
當
り
寬
仁
な
る
思
吞
候
ー
K
々」

と
記
し
てゐ

る

，。

彼
が
如
何
に
こ
の
一
件
を
氣
，に
レ
て
ゐ
た
か
は
、

「

危
_
の
所
天
運
不
竭
敗
、
前
文
之
趣
 
ー
.解
先
安
堵
仕
候」

と
云
0
て
ゐ
る
の
で
も
解
る0
し
か
し
彼
の
技
術
が
ど
の
程
度
の
も
»
か
は 

依
然
と
し
て
解
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し
.て
も
彼
が
か
ぅ
し
た
方
面
に
も
か
な

h
,
©專
'門
的
知
饊
を
有
し
、
如
何
に
多
才
多
能
の
人
物
で 

あ
つ
た
か
は
、
こ
れ
を
想
像
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ら
.ぅ
。

.

.五 

„

以
上
の
外
彼
の
經
濟
的
開
發
論
の
前
提
と
し
て
考
へ
ら
る
、
も
の
に
彼
の
有
名
な

人
口
論
が
あ
る
。
そ
の人
口
論
を
な
す
に
至
つ
た 

原
因
は
農
饨
の
窮
乏
か
ら
坐
ず
る
二
つ
の
悲
慘
な
る
事
實
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
饑
儘
で
あ
る
。
彼
自
身
そ
の
悲
慘
な
有
様
を
實
見
し 

.て
ゐ
る
。
かQ

籠

の

芳

麗Q

後11.

一
年
丙
午
六
年
、
關m
.奧
羽
大
洪
水
？

Q

十
月
.に
V
利
明
は
奥
州
會
濟
領
に.参

た

。

「

賣
買
の 

食
物
拂
底
高
直
な
り
、
土
地
の
人.往
來
す
る
も
稀
に
し
て
客
家.

Q
.

み
多
し
、
原
宿
ど
い
ふ
所'に
行
暮
れ
た
れ
ば
、

一
宿
せ
ん
と
宿
中
の
旅 

■
屋
も
.あ
ら
ん
‘と
方
卞
と
尋
廻
り
し
內
、
も
は
や
夜
五
ッ
，時
頃
に
も
あ
ら
ん
、

'
或
大
宅
に
烟
た
ち
昇
ゎ
火
あ
か
り
も
見
、
さ
ら
ば
賴
ん 

で
一
泊
’せ
ん
と
思
ひ
案
內
を
乞
て
も
更
に
答
：る人'

な
じ
、
.如
何
な
る
家
居
.か
と
深
ぐ
人
て
其
；3日
を
述
し
に
、
老
婆
ブ
人
出
て
い
ひ
し
は
、 

安
き
御
賴
に
ば
あ
れ
ど
、
食
物
夜
具
等
更
に
な
し
、

V

夫
も
合
點
に
あ
ら
ば
兎
に
角
も
と
い
ふ
て
、
奥
に
入
り
響
す
體
も
な
し
、
：
：
更 

に
合
點
行
ず
、.家
內
S

子
を
窺
ん
と
勝
手
へ
深
く
入
て
能
見
る
に
、

ER

女-U

も
見
わ
け
が
た
き
疲
果
た
る
人
六
七
人
に
て
、
長
爐
の
際 

に
火
に
あ
た
り
居
た
り"
余
も
錫
を
凌
が
ん
と
湯
を
乞
ふ
て
、
そ
れ
に
到
り
能
見
る
に
皆
女
な
り
、
部
頃
も
蒞
き

.か
と
見
れ
ば
、
又
年 

寄
て
も
見
へ
、
人
相
更
に
猿
の
如
し
、
：
皆
疲
れ
果
た
る
有
樣
*
哀
作
と
も
不
便
と
も
い
ふ

‘べ
き
檨
な
し
。

」

利
明
は
彼
女
達
か
ら
晰
い
た 

饑S
Q

狀
態
を
織
々
と
し
て
敍
述
し
、
そ
ご
に
.一
夜
を
明
か
し
た
反
、
仙
裏
を
指
し
て
ー
行
く
途
中
の
情
況
を
敍
し
て
、

「

道

^

ら
村
里 

本
多
^
明
の
經
濟
開
發
論
 

三
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(

三
ー
^
ノ



_

#
明
の
.
6濟
时
發
論 

. 

一一ニ！
 

(

5

8

6
#

斷
衫
m;
.石
_
、
敦
屋
％
狄
多
く
、
適
に%'
;
M
A;
に
敗
■
_
&5:
:見
安
に
、
眼
力
碑
ぐ
疲
果
、
今
に
も
疗
倒
れ
ん
腊
の
婦
女
の
み
多 

す

與

电

る

，
も

作

比

^'
に
逢
こ
と
.な
し
、
餓
死
に
臨
め
ば
光
男
ょ$
死
ー
な
と
い
へ.り
、
友
も
あ
ら
ん
が
と
お̂

>は
れ
た
り
、
夫
ょ
b
段 

.々
.修
#
領
の
执
祖
.を
.み
る
;̂
1|
|副
0
鄕
村
を
集
た
ら
ば
、
凡
五
：郡
餘
も
死
絕
て
'空
屋
の
が
敷
並
た
1)
^
、
.
'夫ょ
{)
;奧
地

へ

“
臨

ば

猶

々

大 

i
i
.
v
r
ff
l
'
a
.
M'
、
.语
暮

、
：
南
亂
領
V
#'
:
輕
領
、
仙
北
郡
邊
皆
！！̂
、
往
還
端
に
死
體
白
骨
夥
&

代
未
聞
と
は
如
レ
斯
の
事
を
ぃ 

ふ
.べ̂:
:

:

し
と
3
っ
で
ゐ
冬
0ぺ
さ
€
1
«が
ぞ
0
尹
の
肉
;̂
-食
む
於
如
き
概
說
さ7
傅「

て
ゐ
.る
^
现
故
響
語
じ
卷
中)

0 

,
-
:
' 

.:

、
か
、
る
^

^
を
實
m'
%.
;
た
利
明
が
、
ぞ
o-
書
物
4
0
.得
た
西
凿
知
曝
と
坻
較
し.て
.
> そ
の
#
濟
の
急
な
る
も
思
ひ
、

「

又
西
洋
追
慕
の 

超
U
た
ら
と
は
當
.然
で
.か
6>
;
が
タ
.遂
羅
巴
人
.に
如
レ
靳
0
.紙
轰
見
免
た
ら
ば
、
嘸
哉
侮
る
べ
し
 

>
.
是
木
家
作
住
居
の
人
版
愚#. 

淡
爾
な
^^
ゆ
—
大
逍
の
亂
民
を
失̂

り
と
い
ふ
べ
し
^
同
上
言
表
^
で
^

夺

の

も

無

理

で

ゆ

な

い

ぺ

し

か

し

か

ん

の

如

き

繁 

來
■し
、た
の
呔
、
.̂

_
不
便
於
そ.の
.蔽
0;
€>
.生
^
を
も
の
で
は
あ
る
が
、

a.本
に

はわ
が

®
.

の
坐

產

ヵ

の不
足
に
；
あ«
.と
：利
明
は
考
へ
た 

の
.で
あ
^:
?
：
.
'
:
:
;
で

.

.
'
：

' 

-
V 

.

.

.
' 

ベ;,
.
:
::

■

•;
.

第n

に
腺
が
-
ロ̂
を
論
ず
态
に
室
つ
た
理
由
は.、
當
時
一
般
に
卞
級
武
士
や
貧
農
の.間

に

.慣

行

と

な
つ
て
ゐ
た.

所
謂「

ま
び
，.き」

で
ぁ 

る
。
彼
は
こ
れ
に
つ
い
て
屢f
言
及
し
て
ゐ
る
が
、
人
倫
の
道
に
反
す
る
も
の
と
し
て
.批
難
し
て
ゐ
る
。
即

ち「

人
倫
の
本
は
夫
婦
に 

始
る
と
、
.吏
弧
の
杏
避
人
^-
つ
.か
ぃ
は
れ
'た
れ
ど
も
、
#
詰
り
の
敎
立
ざ
る
ゅ
へ
に
治
平
相
續
す
れ
ば
"
末
が
末
程
つ
ま
り
て
世
を
送 

い
#
、ん
こ
と
を
恐.て
、
我
子
を
多
く
持
て
ば* 

.

.
其
子
に
讓
り
あ
た
ふ
べ
き
產
業
迚
も
な
く
、
そ
だ
て
お
き
後
年
路
途
に
立
艱
難
さ
せ
ん 

ょ
り
*
未
生
以
前
'
を

課

る

，
が

勝

な

.

り
U 

#ひ
潰
し
1
.の
.R-
を
殖
さ
.ぬ
こ
そ
道
な
け
i
夫
婦
相
談
合
體
し
て
、
出
產
の
節
竊'に
敷
潰
し
、
何

%

か
そ
し
盒
體
に
ず
石
を
名
て
間
引
子
と
い
^

關
東
..よ
り
奥
羽
.望

る

十

ヶ
國
最
多
し
と
せ
り

」

と
云
ひ
、「

人
倫
と
，は
五
常
を
い
へ 

り

■
蟇

の

い

秦

廊

さ
I

前
に
國
の.本
あ
り
、
其
國
の
来
は
則
先
婦
な
り
、
.其
夫
婦
に
子
孫
あ
り
、.
是

を

善

く

養

ふ

，̂

以

國

の

本 

が
立

つ

な

り

」
(「

西
域
物
語
し
卷£

と

し

て

間

引

子

：の

惡

癖

の

絕

滅

を

必

要

と

し

，て

ゐ

る

.

o
.

 

.

.

. 

;
 

' 

:

■

“

がS

け
ば
何
故
に
行
詰
る
か
。
利
明
はこ
、
に
土
地q

生
產
力
が
人
間q Ip

殖
ヵ
に
及
ば
ざ
るこ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
そ
の 

■
論
は
マ
ル
サ
ス
人
口S

朝
版
と
同
年
の
寬
政
十
年

(

一
七
九
八
.

)

の
著
と
さ
れ
て
ゐ
る

「

西
域
物
語」

中
に
詳
論
さ
れ
て
ゐ
る
。
夫
婦 

の
嫠
生
活
を
夫
十
五
藤
、
婦
十
三
歳
に
始
ま
る
も
の
•と
し
、_三
十
三
年
間
で
終f

の
と
し
、
も
し
隔架

に
一
.子
を
生
む
と
假
定
す 

れ
ば
*
1
1
.
ー
十11

一
年
間
に一

合
增
殖
す
る
數
は
十
九
人
七
分
五
厘
で
あ
る
と5

P
利
明
は
こ
れ
を
以
つP.

上
天
子
よ
り
下
庶
拔
に
至 

る
ま
で
の
定
則
P

I

I
し
、「

政
事
善•

各
產
業
に
行
支
な
き
？

介
抱
し
養
育
す
る
に
於
て
は
、
.三
十
三
年
窝
に
日
本
を
左 

倍
七
分
五
厘
押
廣
ざ
れ
ば
、
產
業
不
足
す
る

Q

證

な

り

、
勿
論
日
本
の
內
に
も
空
崧S

で
も
新
田
畑
に
開
發
せ
ん
か
な
れ
ど
も
、 

今
あ
る
所
笔
八
倍
轰
五
厘
に
如
何
あ
る
、べ
き
か
。
よ
し
あ
る
に
K

夫
■

管

雜

費

食
M
に

雲

L

れ
ば
丈
友
に 

は
な
し」

と

繁

。
そ
：.の
議
論
はS

S

の
嫌
ひ
.が
な
く
は
な
：い
が
、
：

强
.て
せ
ん
と
ず
れ
ば
國
思
疲
て
、
讓

の

國

民
出
來
し
て
.大
業
を
破
る
に
至
る
、
愛
を
以
他
國
の
力
を
容
ず

し

て

は

、

何

一

つ

成

就

す

る
こ
と
な
し」

(

同

上

卷
下)

と
斷
定
し
、
こ
れ
を
以
？

對
外J

Q
必
要
を
寶
せ
る
が
如
き
は
、
こ

Q

以
前
S

川
時
代
の
經 

濟
論
者
中
そ
れ
類
を
見
ざ
る
も
の
ガ.
る
。

‘
'
.
_
:
.
: 

•

國£

が
以
上
#
ベ
た
や
ぅ
な
情
勢d

Q

に
、
外
國q

將
に
來
航
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
知
含
及
ん
で
、
利
明
は
晏
如
と
し
て
は
• 

本
多
芣
明
のM

濟

開

發

論

H
三

(11三
、|
〕



本
多
利
明
の
經
澈
開
鼠
諭• 

三

四

(

1
3 

ゐ
ら4.

な
か
つ
た
0.
そ
れ
等
の.缺
陷
を
除
却
し
、
日
本
を
世
撂
第
ー
，
の
'良
國
た
ら
し
め
ん
と
す
る
對
策
を
海
へ
た
々
そ
し
て
こ

X
に
彼 

O

M
ふ
四
大
急
務
> 
小
急
務
、
三
慮
作
等
を
坐
じ
た
の
で
あ
る
。

',
穴

,
四
大
急
務
と
は
何
を

1K.

ふ
の
か
。
第
一
鹿
硝
、
第
二
諸
金
、
第
三
船
舶
、
第
四
®
島
の
開
業
の
.四
つ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
先
づ
國 

闷
の
'經

濟

的

開

發

を

主

.と

し

て

述

べ

令

第

’

の
：焰
硝
と
异
ふ
のは
、
海
中
に
潮
汐
を
坐
ず
る
如
く
、
七_地
に
生
ず
る
も
，の
で
あ
つ
て
、 

「

太
陽
^
溫
り
火
/の
爾
性
し
で
あ
る
。
こ
れ
を
，放
置
レ
て
置
げ
ば
火
災
を
多
く
す
る
。
こ
れ
を

.
'

「

多
く
採
て
多
く
所
持
す
れ
ば
、
武
備
の 

要
密
武
國‘0

名i

協
.ひ
V
饊
.泰
勝
劣
も
间
ょ
り
焰
硝
蘊
積
の
多
少
に
因
れ
り

」

と
な
す
。
又
平
和
の
時
に
は
河
道
を
切
開
く
こ.と
等
に
.入 

#

用
.で
あ
ク
で
、，.國
家
，の
諶
要
た
役.に
立
.つ
も
の
.で
あ
る
0
.
.
故
に
焰
硝
ば「

掘
採
れ
ば
國
家
に
益
を
得
、
掀
取
ざ
れ
ば
國
家
に
益
な
し
、
掘 

取
に
入
用
雜
费
も
掛
る
と5
へ
ど
?>
.
>洛
硝
は
國
用
に
立
て
大
益
を
得
る
藤
物
な
れ
ば
、
人
用
雜
費
の
損
得
の
预
る
べ
き
に
非
ず
、
入 

用
縦
费
ば
亂
ひ
民
の
み
取
れ
ば
、
我
が
子
に
與
ゆ
る
に
類
ひ
し
て
數
倍
と
成
て
屄
り
來
る

_
通
の
金
銀
な
れ
ば
、
入
用
雜̂
を
厭
は
ず
、 

漁
段
進
ん
で
掘
取
る
樣
に
仕
向
の
仕
事
す
る
を
以
、
自
然
と
風
俗
立
て
掘
取
る
な
り
、
如
レ
此
大
切
な
る
物
ゆ
へ

i
急
務
の
第I

と
す
、

」 

(「

經
世
秘
策」

卷
.上〕

。

)

第
ー
__
-に
諸
免
と
念
ふ
0
は
命
：銀
銅
鐵
鉛
の
諸
山
を
去
ひ
、
こ
れ
を
！

1

發
す
る
必
要
を
說
く
。
然
る
に
當
時
金
銀
銅
等
の
諸
山
が
開
發 

さ
れ
な
か
つ
だ
の
は
何
故
か
。
本
途
直
段
と
一

K

ふ
買
上
價
格
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
あ
る
が
た
め
に
、
掘
出
さ
れ
ず
、
外 

國
へ
流
出
す
る
こ
と
な
く
し
て
濟
ん
だ
。

「

あ
や
ま
ち
の
高
名
と
も
い
ふ
べ
し
。

」
し
か
し
金
銀
等
は
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
國
家
の
大
用

に
な
す
ベ
4

あ
る
.

家
の
.大
用
と
，云.は

、
異

國

交

易

.に

金

銀

銅

を

渡

す

事

を

嚴

禁

あ

I

、：

日
本
の
國
用
に
立
て
永
久
に
遺
ん
こ 

と
を
敎
示
す
る
な
り
、
木
家
作
り
に
て
は
跡
ょ
り修
理
•取
建
透間
な
く
人
力
を
破
るの
毀
是
ょ
り
大
な
る
は
な
し
、
因
て
庶
人
ま
で
も 

擎
に
仔
せ 

'木
柱
の
分
は
石
柱
を
用
ひ
、M:
根
は
證
を
用
ひ
、
永
久
不
朽
の
家
作
の
驚
と
な
ら
ば
、
.庶
人
造
も
金
顏
は
國
の 

骨
た
る
皮
智
も
開
け

異
國
交
屬
に
渡
す
所
の
金
銀
銅
を
停
止
す
る
こ
と
も
、
人
氣
に
背
く
こ
と.
.な
く
、
俱
に
制
し
て
此
ま
る
な
ら
し

」 
(JiE

上)

私
つ
て
こ
れ
も
焰#
同
様
そ
の
費
用
に
拘
ら
ず
、
採
取
し̂-
け
れ
ば
な
.ら
....
な
い
。

.

.
r三
.の「

船
舶
と
云
は
、
天
下
の.產
物
を
.官
の
船
舶
を
用
.て
渡
海
運
送
交
易
し
て
、
天
下
に
有
無
を
通
じ
、
萬
民
の
震
を
救
ふ
を 

云
ふ
な
り
^

一
儿
來
，交

易

に
it
商
質
の
家
業
と
國fr
の
■天
職
と
0
別
が
あ
る
。
も
し
運
送
交
易
の
こ
と
を
商
質
に
の
み
任
す
時
に
は
、
^
 ̂

多
-の

馨

を
_

る
9
然
る
に
現
在
は
商
賈
の
手'に
依
つ
.て
行
な
.は
れ
、
そ
の
船
舶
は
磯
邊
に.つ
い
て
乘
廻
る
に
過
ぎ
ず
、
少
し
く
中
、 

流
さ
れ
、
'ば
逯
ヵ
に
暮
れ
る
や
ぅ
な
狀
態
に
あ
る
。n是
洋
中
第
一
の
天
文
算
數
な
く
、
渡
海
の
法
則
な
き
ゅ
へ
也
、
侬
て
行
衞
知
ら
ず 

i
な
る
船
舶
年
々
其
數
を
知
ら
ず
、
年
々
莫
大I

國
產
を
棄
.る
の
み
に
非
ず
、
大
切
の
國
民
を
失
ふ
な
り
、
渡
海
の
道
開
る
に
於
て 

は

海

*

E
T

へ.棄

て

桑

穀

、
及
び
外
諸
產
物
を
助
く
る
に
ょ.
、̂
大
な
る
儉
約
に
も
な.

O

て
、
讓

里

管

.副
る
の
み
に
非
ず
、
日 

本
國
中
Q

_
を
始
め
' 
外
諸

霧

ま

で

も

慶

平

均

し

、
萬
民
渡
世i

業
に
甲
こ
な
く
、
政
道
に
非
義
な
け
れ
ば
恨
悔
せ
ず
、
依 

て.

萬
民
こ
.ぞ
つ
て
萬
歲
を
祈I

り
、
..年
々
行
衞
知
ら
ず
と
な
る
大
切
の
國
民
を
助
命
す
る
の

.

.

み
か
、
異
國
八
漂
著
し
て
、異
國

人

へ 

H
本
の
®
度
に
願
缺
あ
る
を
知
ら
れ
ず”
前
の
恥
管
償
ふ
な
り
、

如
；，

斯
數
タ
の
#'
事
あ
れ
ば
、
急
務
の
第
三
と
す

」(

同
上
}
。 

第
呀
は
當
時
^

る
べ
き
問
題
セ
あ
つ
た
の
で
、
特
に.愼
®
を
期
し
た
た
め
-か
、
補
.遺
と
し
て
別
に
記
述
し
て
ゐ
る
。
即
、
海
外
植
民 

'本
多
利
明
の
館
濟
開
發
驗
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本
多
利
陬
ヴ
經
濟
開
發
論
 

,

s.
ハ

(

三
.二
四) 

の
跟
題
ぜ
^
つ
.て
.、：
こ
>
'で
1
齚
細
は
後
逦
に
讓
厶
方.が
便
利
で
あ
'る
？
.何
故
が

あ

り

、
，
最

後

が

對

外
！！

發

だ

か

匕

P

あ
る
0
即
ち
こ
i
で
は
主
と
し
て
利
明
'の
國
內
經
濟
開
發
論
を
明
か
に
し
よ
ぅ
と
思
ふ
が
故
で
あ 

るp

彼
は
そ
の
經
濟
開
發
に
ク
い
て
、
‘多
く
の
人
の
.や

ぅ

に

、
，
新

田

畑

の

.開
發
に
主
力
を
注
が
ず
、
傲
硝_、
鑛
產
物0

撖
掘
と
運
輸
交 

通
に
重
き
を
置
い
た
こ‘と
は
、
彼
の
經
濟
論.の
著
し
い
特
徵
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
所
謂
小
急
務
に
つ
い
て
も
同
機
で
あ
る
。

利
明
の
.
1巧
ふ
小
急
務
め
第一

は
.新
產
業
の
開
發
で
あ
る
。

「

そ
れ
我
邦
に
い
ま
だ
製
作
を
得
ざ
る
物
數
多
あ
る
內
に
、
-急
務
な
る
物
四 

品
あ
り
、

〗

第4.

新
銅
よ
り
金
銀
.を
絞
取
仕
方
、
：第
一
一
潮
汐
の
滴
鹽
よ
り
焰
硝
を
拔
取
仕
方
、
第
三
家
根
瓦
を
鑄
欽
瓦

.に
製
’作
す
る
'«:
•方 

第
.四

紙

張

隨

子

を
.厚
板
彼
，璃
障
子.に
製
作
す
る
仕
方
の
四
等
な.り
、
各
小
事
な
り
と'い
べ
ど
も
、
最
.初
よ
り
大
業
に
企
が
た
く
、
小
を 

積
#
大
に
い
た
る
な
り」(

「

經
世
祕
策
.

」
後
篇)

。
•最
後
f
c硝
子
製
造6

必
要
の
根
本
的
目
檩
は
船
舶
甩
に
あ
る
。

「

舶
中
の
日
光
禀
板
玻 

摘
障
.子
を
用
、
造
作
せ
ざ
れ
ば"
舶
中
眞
閬
に
しV

晝
夜
の
.差
別
も
な
く
、
因
て
艫
と
鎰
と
は
厚
板
の
玻
璃
を
用
て
障
子
と
な
し
日
光 

を
達
し
、
舶
中
#
夜
を
分
別
せ
ざ
れ
ば
外
に
仕
方
な
ぐ
、.是
厚
板
玻
璃
の
要
用
也。j 

•

.

.
 

> 

.

第
一
一
の
小
急
務
は
河
川
，

Q

開
靈
で
あ
る
。彼
ば
こ
こ
で
淀
川
、
阿
部
熊/1
1
へ
阿
武
ぽ
;|
!)

及
び
千
曲
川
の
開_
を
詳
細
に
論
じ
て
ゐ
る
。 

*

勿
論
そ
の
.結
采
と
し
て
新
㈩.
の
發
虫
を
も
認
め
て
は
ゐ
る
が
、
虫
た
る
目
的
は
交
通
運
輸
に
あ
つ
て
，

「

，大
國
.の
懷
内
'に
自
腐
す
る
國
產 

他
國
へ
出
で
國
用
に
達
し
、.又
不
足
な
る
物
闕
歉
な
る
物
は
他

1.
よ
り
入
.て
有
無
を
通
る
に
於
は
、
萬
民
其
欲
る
'所
を
得
て
蘇
坐
の
心 

地
す
べ
し」

と
述
べ
て
ゐ
.る
。
唯
最
後
に
彼
が
第
三
の
小
急
務
と
し

(

て
揭
げ
た
も
の
は
新
田
問
發
で
あ
る
。

：

利
明
は
新
田
開
發
が
從
來
效
を
奏
し
得
な
い
こ
と
を
"
.

「

，有
司
た
る
人
其
器
に
あ
ら
本
、
農
家
の
業
：に
疎
く
委
細
を
知
ら
ざ
る
.

」

が
故

で
あ
る
と
异
ふ
^
從
っ
^
.「

諸
國
に

.^
く

新

田

開

發

成

就

し
て
、
良
田
畑
と
な
る
べ
名
土.她
を
廢
地
と
な
'し
、
其
場
所
悉
皆
牧
擧
せ
ん 

へ.：に

遑

あ

ら

ず

」

と
宕
ひ
、
.そ
の
主
な
る
も
の.と
し
て
、「

第

一
に
備
州
兒
島
の
入
海
干
潟-
凡
十
萬
石
餘
程
の
良
地
、
其
第
二
に
越
後
州 

，
海

邊

に

，
で

鎧

潟

：
大

潟

、

s

潟
.の
'
.三
歡
ー
ヶ
所
に
あ
り
、
同.海
邊
に
福
嶋
潟
、
都
合
四
ヶ
斯
に
て凡

，十

五

萬

石

程

の

良

‘地
、
.其

第

三

は

奥 

#
會

津

ょ

り

寅

卯

忙

當

て

七

八

扭

，
の

山

中

に

湖

あ

り

、
猪

-®
代
と
:^
ふ
、
典
周
廻
に
四
十
八
谷
と
.い
ふ
て
村
々
あ
り
、
.大
雨
洪
水
の
匍 

'
.々
溢
逆
々
、
十U
田
畑
夥
く
.水
■腐
せ
.り
、
其
外
に
沼
地
凡
十
萬.石
程
の
；良
地
凡
十
寓
石
程
の
；度
地
三
ヶ
所
に
て
、
凡
三
十
萬
孖
餘
の
新
田 

.

.
m來
べ
き
良
地」

を
擧
げ
、
.詳
細
に
そ
の
方
法
を
說
明
し
て
ゐ
る
o
'
.

.:

利
明
の
：三
诚
策
と
沄
ふ
の
は
、
江
戸
に
お
け
る
不
安
を
指
摘
し
、
こ
れ
が
對
策
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る

'0
即

ち

彼

は

、
江

戶

に

.

火
災
、 

•
.六
穀
v
ft
^
れ

夜

^

^
三
慮
あ
り
て
安
堵
な
ら
ず
、
王
城
の
地
に
相
應
せ
ず

J(「

經
世
秘
策」

卷
下)

と
一
石
つ
て
ゐ
る
:°
こ
れ

.に
對
應 

す
.る
方
法
と
し
て
は
火
災̂

つ
.い
て
は
石
造
建
築
を;*
米
に
つ
い
て
は
渡
海
運
送
攻
易
を
國
家
の
手
に
收
む
る
こ
と
を
、
盜
賊
に
關
し 

て
は
取
締
支
嚴
に
す
る
方
法
わ
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
は
ゐ
る
が
、

.何
れ
も
彼
の
急
務
に
關
聯
あ
り
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
枝
葉
の
議
論
で 

あ
^
か
！ら
_多

:<
:論
ず
る
必
要
は
な
い
。
 

ノ
 

, V.

以
上
主
と
し
て
彼
の
^
:
經
濟
開
發
論
を
見
て
來
た
の
で
あ
る
が

<

 

す
で
に
指
摘
し
た
や
ぅ
に
、
彼
の
人
口
論
か
ら
見
て
、

「

後
年
若 

'
,干
.の
，內
は
假
形
に.萬
段
の
產
業
と
便{且
く
渡
世
相
續
も
安
楮
を
得
ん
な.れ
ど
も
、
末
が
末
に
い
た
ら
ば
、
終
に
以
前
に
復
ん
は
必
定
な 

:

り
、
如
何
と
>
ふ
に
1兀
來
無
理
な
る
仕
方
な
り> 
其
無
理
な
る
仕
方
と'い
ふ
は
、
固
よ
り
，-|
3
本
の
國
內
(0
國
產
は
出
產
に
際
限
あ
り
、 

*
民
の
.增
殖
.は
際
眼
な
し
、‘此
出
產
に
際
限
龙
る
阈
摩
を
用
て
，
渖
殖
に
傺
限
叙
含
國
泯
を
末
遂
て
、
餘
-
ず
養
育
し
て
猶
有
餘
め
ら 

本
多
刺
明
ル
輕
濟
開
錢
諭
 

.
H
七

(

H
二
五)



本
多
苹
P
©

經
»

開
^

論 

三
\

(

H

ニ
“、〕 

念

ん

H
i:t
る
：は
無
_
な
ら
ず
哉」(「

輝
世
秘
i

篇5
。

從
っ
て
利
明
梂
國
內
の
經
濟
開
發
を
以
っ
て

f

時
的
の
も
の
と
見
.眞
の
國. 

民
的
發
浪
は
.彼
が
^
夭
.
#務
の
最
後
に
摘
げ
た
對
外
的
經
濟
開
發'

に
：：

あ
.り
‘と
し
.た
と
見
て
ょ
か
ら
ぅ
。
故
に
先
づ
次
ぎ
に
彼
の
留
易 ̂

を
檢
时
じ
て
寫
よ
う。
.
'.,
.

:

'

:

利
明
の
最
も
關
心
を
有
し
て
ゐ
た
で
と
は
、
ど
ぅ
す
れ
ば
日
本
を
货
界
I
お
け
る
良
國
と
な
す
こ
と
が
出
來
る
か
と
沄
ふ
こ
と
で
あ 

っ

た

。
：，
接

、
彼

.

遠

々

1
0
.本§

天
下
第
.

一

の
最
良
國
と
な
る
所
以
、姑
宏
々

J.

と
述
べ
て
ゐ
.る
？
彼
は
現
往
の
日
本
が
良
國
で
あ
る
と
は 

信
じ
得
な
：か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
：る
點
に
っ
い
て
缺
點
が
•#
過
ぎ
る
。
彼
の
見
解
に
從
ベ
ば
、
南
北
兩
極
か
ら
三
十
五
六
度
か
ら

一

一
十
二
三 

度
:^
諸
國
は
'\「

无

-T
.
Q最
技
國
な
れ
ば
西
葉
否
穀
帶
饒
に
し.て
寒
冷
.も
過
剩
無
く
、
“ 

.
組
暖
も
過
剩
な
く
、
四
時
あ
り
て
其̂
能
く
、 

畫
夜
永
短
め
程
能
，き
國:̂
し
で
は
あ
る
，が
、

「
人
物
皆
温
和
に
經
歷
し
て
惰
弱
に
流
れ
、
，
諸
業
諸
技
藝
等
積
巧
な
る
者
至
て
鮮

.し
。
愚
席 

人
多
:<
4
て
.、_
.萬
邦
に
通
じ
國
用
に
達
し
俊
，良
な
る
器
財
に
荷
功
な
る
人
物
の
出
ざ
る
は
、
我
朝
も
其
內
な
れ
ば
誠
に
堪
ひ
_
き
事
な 

り
‘

「

本

多

氏

靡f

夷
拾
遺」)

と
さ
へ
.
®，つ
て
.ゐ
る
。
實
際
當
卿Q

A
々
.の
.坐
活
狀
態
か
ら
見
て
、
.利
明
が
か
く
云
っ
た
の
も
無
理 

で
は
な
い
が
、.他

方

彼

は

ィ

ギ
.リ
ー
ス
、

ォ
ネ
ン
.ダ
、

ロ
シ
ァ
等
の
諸
國
が
緯
度.の
.上
か
ら
見
れ
ば
、
言
.北
方
の
寒
帶
地
に
#
す
る
に 

も
拘
ら
ず
へ
_
蕃
な
る
發
展
を
示
し
て
ゐ
る
事
實
を
如
り' 

.
上
述
の
加
き
結
論
に
倒
達
せ.ざ
る
を
得
な
か
っ.たQ

で
あ
る
。
そ
れ
が
又 

彼
を
し
セ
.特
忆
蜋
夷
地
經
略
に
熱
心
な
ら
し
め.た
所
以
で
.あ
る;.

0

„

.JH

本
を
良
國
た
ら
し
む
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
渡
海
運
送
交
：易
の
途
を
開
い
て
、

(

一.)

質
易
に
依
つ
.：て
外
國
の
金
I

•銅
を
仗

人
孤
る
在
と
ぞ
計
り
、(

1

0
蝦
夷
を
始
め
そ
0

た
の
屬
島
に
植
民
發
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
外
國
か
ら
命
•
銀
.*銅
を
取
入 

れ
谷
'

§
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
ょ
い
か
。「

自
國
の
產
物
を
用
て
外
國
の
金
•
銀
•銅
と
交
易
し
'
利
潤
の
金
•
銀
•銅
を
得
る
の
外
道
あ
る
ま 

じ」

.i

承
ふ
<
-!
.經
濟
放
言」

)

。
し
か
し
自
然
的
產
物
の
み
を
以
つ
て
し
て
は
、「

自
國
と
他
國
と
の
勝
劣
な
し
、
勝
劣
な
け
れ
ば
互
格
に 

し
て
•

利
潤
も
亦
勝
劣
な
し
、
其
勝
劣
あ
る
は
自
然
產
物
と
、
人
.巧
產
物
の
多
少
に
緣
て
勝
劣
出
來
-

貧
富
と
分
れ
、
其
兩
端
迤
rc

隔 

る
な
り
し(

同
上
-

即
ちH

業
的
製
品
を
輸
出
し
'て
始
め
て
.質
易
上
優
位
に
立
つ
こ
と
が
出
來
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

.

.

從
つ
て
こ
、
にH

業
の
.發
達
を
獎
勵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
明
は
こ
X
で
歐
羅
巴
諸
國
の
採
用
す
る
っ
勸
業
の
制
度

」

を
說
明
す 

る
.〒
顧
ち
、

「

放
勸
業
の：

制
度
と
い
.ぶ
は
、
彼
_
處
々
：.に
大
學
校
を
建
钮»
.才
智
藝
.能
あ
る
者
は
選
擧
し
扶
持
す.る
故
に
.、
言
語
不
通
の. 

遠
國
ょ
が
%;
?
典
覺
ぇ
あ
る
翥
來
て
學
校
に.
入
、
：
猶

切

磋

.

の
1
.功
を
積
、
名
を
.な
し
身
.を
立
ん
と
、
精
#'
是
が
爲
に
竭
す
故
に
、
終
に
名 

譽
哿
妙
の
能
若
出
來"
宙
今
未
發
の
創
業
を
建
立
し
、
奇
器•名
産
を
出
產
す
る
な
り
、
左
す
れ
ば
君
長
其
功
を
賞
響
し
永
祿
を

.

與
ひ
、
. 

猶
精
微
怒
極
竭
さ
せ
し
む
、
此
故
に
奇
器•名
産
の
出
産
す
る
は
、歐
羅
巴
を
天
下
第
一
と
す
る
な
り

J
、(

同
上)

。
か
く
國
家
が
エ
業
を 

獎
勵
ず
奋
の
み
瓿
ら
ず
、.住
居
衣
服
等
を
始
め
多
く
の
器
財
に
永
續
性
の
あ
る
も
CD
;
.を
用
ひ
、
結
稱
美
麗
で
は
あ
る
が
、.却
つ
、て
儉
約 

と
*:
.
^
0
'
.
か
ぐ
0
萬
事
萬
端
に
損
益
の.あ
'る
大
端
を
_
極
.め
建
立
せ
.し
制
度」

で
あ
る
か
ら
、
損
耗
を
招
く
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に

「

出 

産
®
•奇
器
名
産
悉
皆
官
所
へ
買
取
，
官
所
の
船
舶.に
積
載
、
萬
國
へ.交
易
出
し
、
命
•銀
•銅
'

S

大
利
を
得
て
*
自
國
を
豐
_
の
富
國
6 

す
る
な
り

」

o
故

にr

自
國
を
豐
饒
の
富
國
と
な
す.の
根
本
は
、
人
巧
の
奇
器
•
名
產
の
多
く
出
產
す
る
制
度
を
建
立
す
る
に
あ
る
事
明 

诌
な
か」(

同
上)

と
結
_
す
る
0 

.

.

.

•

,

本
多
利
卵
の
經
濟
開
發
論 

S
九

.(

三H

七〕



本
多
利
明
の
經
濟
開
發
論 

四

0

Q

! ニ

人
'

’ 

‘し
か
t
利
明
は
闕
內
に
.

H

業
を
震
せ
し
む
る
方
法
に
つ

5

て
、
殆
ど
述
ぶ
るI

ろ
が
な
い
。
前
述Q

如
く
震
を
石
造
に
す
る 

こ
と
に
つ
い
て
、
屢

寫
Q

.

S

S
じ
て
は
ゐ
る
が
、
そQ

I

發
展
に
つ
い
て
.は
論
及
し
て
ゐ
な
い
。
唯
金
銀

q

流
出
す
る

こ

と
 

を
排
斥
し
、
■
へ
.ば
支
那
と
の
交
易
に
關
し
て
、

「

隣
國
.ゆ
へ
何
程
に
て
も.下
直
に
得
て
國
用
に
達
し
、
交

易

に

金

銀

を

用

ず

、

品

物

ど
 

し
の
遺
取
な
れ
ば
、
多
寡
は
入
用
に
住
す
べ
し

」

.

(
「

西
域
物
語」

卷
中)

と
.

云
ひ
、.
物
々
交
換
制
を
主
張
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
も

し
わ
が
國
を
良
國
I

す

走

、H

業Q

發

管

處

丰

I

ら
ば
、
利
明Q

S
H

不
十
f

もq

 

H

音
な
け
れ

ば
な
fe
:

な
い
0.

彼
は
こ
ひ
點
ょ
り
も
む
し
ろ
他
の
點
に
重
き
を
置
く
や
ぅ
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
中
心
を
北
方
に
移
動
ず
る
こ

i

で
あ
るo

 

の
岁
く
彼
の
主
纪
す
る
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
北
方
に
あ
つ
て
始
め
て
巧
妙
な
奇
器
の
發
明
發
見
が
行
な
は
れ
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

O

 

「

日
本
の
天
下
第.

S

最
良
國
々
な
る
ベ
き
所
以
を
論
ず
れ
ば
、
神
武
以
來
凡

一
.

千
五
百
歲
の
內
漸
々
諸
道
も
具
足
せ
し
に
乘
じ
、

(

こ 

の」 i

武
紀1

兀
一
千
五
百
歲
は
勿
論
二
千
五
百
歲
の
誤
り
と
思
ふ
。
本
書

「

西
域
物
語」

の
著
さ
机
た
寬
政
十
年
は
神
武

.

紀
元
ニ
四
五
八̂

.
 

に
當
る
。
し
か
し
私

.
Q

見
.

產
本
は
何
れ
も
：

.

一
千
五
裏
と
し
てI

Q

で
、
著
衮
利
明
だ
け
に
注
意
に
値
ひ
す
る

)

、
カ
ム
サ
ス
カ 

の
土f

に
本
部
|

し
、
1

^

£

钱

| ^
が

§

西
康
太
島
に
大
城
郭|

立
し
、.

3

|

,

_
じ
射)

U
丹
滿
#
と
交
易
し
て
有
無
を
通
じ
ー
其
々
し

(
「

西
域
物
語
し
卷
中)

と
ー
25
:
ひ
、又

！：！

本
が
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
遙
か
に
大
良
國
と
な
る 

べ
き
次
第
矣
へ
る
き
ろ
で
も
 

'「

日
本
國
の
國
號
を
カ
ム
ザ

K

 

^
の
十
：地
に
遵
し
、
.古
日
本
と
國
號
.
を

改
革
し
假
飽
を
居
へ
、
貴
賤 

の
內
よ
り
大
器
英
才
勢
て
、
管

能

と

兼

備

Q

八
物
を
選
擧
し
麗
卷
じ
，
往
地
に
住
居
を_

へ
、

麗

铎

誠

さ

.
^
し

む

る

で

於
て
は
、
年
令
歷
ず.し
.て

货

國

と

な

り

、
，
逐

，
繁

榮

を

副

、
終

に

世

棵

最

第

一

の

大

良

國

と

な

ち

ん

J 

(

同
上
卷
.下)

と
述
べ
てゐ
る

0 

む
か
し.こ
め
場
合
に
は
單.に
貿
易
を
旺
ん
に
し
て
、
金
銀
銅
を
流
入
せ
し
む
る
と
茇
ふ
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
利
明
の
所
謂

「

屬
島
の 

)

俾
業
し
が
：必

要
^
な
^
の
で
あ
.る
。

■ 

.

,

•

-
V 

■ 

.. 

. 

.

. 

. 

•

.

.禾
明
^
四
^
急
務
の
最
後
に
揭
げ.た
日
本
附
屬
9
爲
々
を
財
拓
し
、
土
民
を
撫
育
す
る
こ
と
は
彼
の
最
も
希
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
ら 

■5
が
1
又
當
時
に
あ
-o
て
.は
.最
.名

行

な

ひ

難

，い

秘

策

で

あ

っ

た

0
.
0
,
禮
の
TXN
ふ
日
本
附
の
島
々
とiK

ふ
範
圍
は
か
な
b
廣
い
。
前
述
の
如 

く
力
ム
サ
カ
^
!中
心
と4

て
、
古
B

?
稱
し
、
そ
.-
0
周
圍
す
べ
て
そQ

勢
力
圈
と
し
ょ
ぅ
と1K

ふQ

で
あ
る
か
らV

か
な
-
^
襲
 

圍
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
,
。
即
ち
カ
ム
サ
ス
力
ノ
の

「

後
の
北
方
は
地
續
な
机
ど̂
、
夜
阈
.水
海
に
.も
續
き
人
倫
絕
た
る
土
地な
れ

ば

-

手 

入
な
し
.の
要
害
堅
固
な
り
、,.
筑
方
は
東
洋
に
し
て
夥
く
島
々
あ
り
、
宰
太
夫
が
漂
着
せ
し
ア
ミ
ン
、、ツ
カ
も
此
內
な
り
、

m
は
ノ
ー
ル
ド 

テ
メ
リ
：力̂

^
る
、
西
方
は
內
海
を.
.一.萬
町
钟
隔
て
、
' ヲ
ホ
ッ
カ
ょ
.

O

段
々
と
南
方
.へ.地
續
き
、
滿
洲
*
出
丹
、
唐
.太
、
サ
カ
リ
ィ
ツ 

.高
あ
り
、.南

方

は

正

面

の

前

摆

：て
、
策

蝦

寒

の

內

.一1

十11

鳥
、
.极
前
島
、
日‘本
國
、
琉
球
國
、
其
外
周
廻
の
小
島
共
、
呰
古
日
本
力 

5

サ
ス
力
.

從
ふ
べ
き
.自
然
具
足
.

Q

費

共

な
-
、̂
東

舊Q

■

皆

日

本

を

：量

國

と

心

得

た

る

.5

$
井q

み
な
れ
ば
、 

今
愛
；

H

於
て
此
企
あ
:o
て
、
前
に
い
ふ
ヲ..ラン
.
.ダ
開
祖
が
心
取
に®
て
卵
業
を
興
す
に
於'て
は
悉
皆
成
就
し
、
永
世
不
動.

Q

大
良
大
剛 

镅
■■
<
?
:
な
ら
ん
.こ
'と
は
、
十
が
十
共
百
が
苜
共
に
相
*
あ
る
こ
と
な
し

x
「

西
域
物
語」

下
卷)

と
斷
宛
し
て
ゐ
る
。

• 

V 

■

.

.

.か
く
自
然
的
她
理
的
狀
況
如
らR
.本
允
屬
す
べ
き
地
域
を
限
定
し
戈
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
利
明
は
屬
す
べ
き
理

-
S
Q

中
に
*
そ
り

• 

, 

.

BR
滞
^
 ̂从
 

P 
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本
多利

？
？

經
.濟
观
場 

四
ニ
.

(

三nlo) 

地
方
に
往
廉
オ
^
土
汍
が
;*
*
人
~

^
即
ち
未
開
人
で
あ
る
こ
と
や
、
,
日
本
人
と
同
じ
で
あ
る
と
沄
ふ
や
ぅ
な
人
種
的
理
由
を
擧
げ
て 

^
る
$

は
法
意
::
'
1
~べ
き
f

ち
.
5

例
：へ'
.ば.
や
江
戶
よ
り
寅
卯(

策
北
東)

に
亨
渡
海
凡
百
八
十
里
許
■に
て
マ
ル
シ
ャ
と
い
ふ
島 

あ
り(

^

ブ
北
施
谲
三
十
八
度
彳
奥
州
仙
台
縵
め
氣
候
と
等
し
ご
土
地
の
幅
員
四
國
九
州
程
も
あ
る
べ
し
と
い
へ
り
、
.
土
人
多
し
と 

い
へ
ど
^
、
：鰕
夷
の
土.人
と
等
く
い
.ま
及
人
の
逍
を
得
ず
る
土
人'&
り
と
い
へ
：
.-
|
)、
.此
鳥
殊
に
近
く
、
我
國
へ
屬
す
べ
き
島
な
り
、 

(「

經
濟
放
言
J)

o
;マ'
:ル，シ.
.

.

ヤ
と
写
.ふ
.島
が
今
日
の
ど
れ
を
指
す.の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
續
い
て

「

双
國
に
て
打
捨
置
た
る
故
に
^
、
是 

も
亦
歐
羅
巴
§
灼
ス
パ
.ン
；
ン(

西
班
牙)

^
い
.ふ
國
よ
り
渡
0
來
り
、
處
々
に
交
易
所
を
建
立
し
て,
土
人
撫
育
の
.交
易
す
る
と
い
へ 

り」

^
,あ
.
.る
の
.を
！

と.、
.贸
卯
と‘あ
る
方̂

に
誤
り
が.あ
る
の..，で
あ
ら
う
。

,.
:又
北
米
の
土
人
に
つ.い
.て
次
ぎ
の
如
き
記
蕻
が
あ_る
。「

江
戶
よ
り
寅
舛
に
當
り
、渡
海
千
四
百
七
十
五
钽
に
し
て
ク
ゥ
ク
セ
ン
セ
と 

い
_ふ
岬
あ
り
、.坊
北
ぷ
.墨
利
*|
の
土
地
な
り
*
北
！§
高
六
士
ハ
度
三
十
分
、
江
戶
の
子
午
線
よ
り
礙
方
赤
道
經
度
四
十
九
度
十
分
'に
听 

在
せ
り
、
土
人
毛
養t

く
隱
黑
く
、
中
背
に.し

て

證Q

人

物

巍

る

芳

し

とS

へ
り
、
然
れ
f

s
类

人

Q

道
を
得
ざ
る
土
人 

に
し
て
、
切
酿
夷
の
-±
人
と
等
し
、
：懐
ふ
に
艰
奥
般
夷
ヵ
ム
サ
ス
カ.よ
り
、
取
方
地
續
タ
デ
ィ
ス
の
岬
よ
り
、
東
方
べ
度
海
凡
^
,
L十 

一
S

計
に
し
て
北k-

s

利
加Q

土
地
な
れ
ば
、
往
西
よ
り
般
夷

Q

土
人
漸
々
傅
移
增
殖
せ
し
歟
も
し
れ
ず
、
何

4

我
國Q

人
物
と
同
種 

顧
な
れ
ば
'、
_我
國
.よ
り
撫
-W
介
抱
し
て
、
屬
國
と
な
す
べ
き
土
地
な
り
し

(
「

經
濟
放
言」)

0從
つ
て
利
明
は
北
來
北
部
の
土
地
も
わ
が
國 

人
の
楡
民
開
邏
す
べ
き
範
圍
に
入
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.

.•'
■:彼
讨
上
述
0
如
く(

そ
の
眼
を
北
方
に-の
み
向
け
て
南
方
を
全
く
無
視
し
た
の
は
、
全
く
前
述
せ
る
彼
の
北
方
文
化
發
展
說
に
支
配

さ
れ
て
ゐ
た
:̂
め
で
あ
ら
.ぅ
0
し
か
し
他
方
.朱

，だ

南

方

よ

り

わ

れ

に

開

國

を

.迫

.る
者
な
く
、
、

r

般
の
注
意
.：̂
北
寇
に
.の
.み
.向
け

.ら
れ
て 

ゐ
.た
S

の「

時
代
的
影
響
も
少
ぶ
く
な.い
で
あ
ら
ぅ
。
彼
の
後
に
來
た
れ
る
佐
藤
信
淵
に
此
方
經
略
と
共
に
、南
方
經
營
の
あ
る
の
と 

此
較
し
て
、
そ
こ
に.持
代
の
'弟
：.違
を
認
め
る
こ
と
が
出
來
よ
ぅ.°
,

然
ら
ば
こ
れ
.等

の

，

：
々
を
勿
何
に

.：
し

て

撫

育

す

る

か

0

先

づ

'
第

•
一 

.に

そ

れ

等

の

土

地

を

調

丧

す

る

必

要

が

あ

る

。

f「

抑
開
業
と
ハ
ふ 

は
、
舶
'a
痕
て
其
鳥
.々
.北
極
出地

：.

を
.測I
し
、
土
地
之
幅
員
を
測
量
し
、
自
然
土
產
を
料
り
、
土
人
50
.
員
數
.を
料
り
、
营

麗

な

り
 

て
、
.大

概

何

程

ぶ

と
I

ベ
I

知
て
、
後
開
業
に
揭

I

®
と
す
。」

次
い
で
そ
れ
等
未
開

Q

 
土
人
を
敎
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
そ
；
の
：第

ー

は

:̂
崖

^
.の

改

雰
.あ

る

。

「

劳

其

鳥

之

土

人

い

，
ま

だ

穴

居

な

ち

ば

、

毫

の

'道
を
敎
.示
し
、
或
.は
.長
た
..る土
人
の
分 

は
述
作
し
て
も
锻.ル

或

，は
器
財
->
_

た
る
_は
賓
ひ
.遺
し
、
.萬
事
萬
端
土
人
の
欲
す
る
所
に
隨
て
救
ひ
施
す
に
於
て
は
、
懷
き
隨
ふ
事 

童
.兒
の
父
母
を
慕
.ふ
‘が
如
く
信
服
す
べ
し
、.夷
狄
と
.い
へ
ど
も
天
下
之
人
情
一
牧
な
るゆ

べ
な
り
^

^
經
世
祕
策
し
補
遺)

。

し
か
む
こ
れ
等
の
事
業
を
行
な
ふ
に
は
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
そ

.れ
等
の
費
用
は
如
何
に
し
て
償
ふべ
き
か
。
利
明
は
先♦つ
そ

の

h 

地
.の
自
然
產
：物
1
旧
.本
：に
移
^
す
る
.
.こ
と
を
最
初
と
す
る
。
次
い
で

「

夷
狄
に
て
も
片
恩
を
請
け
て
返
報
な
き
は
な
し
、
返
報
產
物
則 

租

稅

の

手

始

な

り

」

，と

說

く

。

か

く

し

.て
n 
土
.人:^1

人

に

て

も

無

益

に

一

:
日

を

も

送

:6
>
せ
.ぬ
檄
に
仕
向
し
、
仕
掛
し
、
敎
導
す
る
は
教 

父
の
道
に
し
て
、
：弁
時
も
怠
馒
な
ら
ぬ
事
々
り
ゥ
此
所
政
務
第
一
之
肝
要
な
り

」(

同
上)

と
述
べ
て
ゐ
るo

.
こ
れ
等
の
方
法
は.1

見
■
敎
德
化
の
政
策
に
似
て
ゐ
；る
が'、
そ
こ
に
現
れ
た.敎
導Q

方
法
は
蓉
し
ぐ
物
質
的
で
あ
り
、
報
償
的
で
あ 

る-

又
'«
-浪
眞
そ
0
著「

西
域
#
語」

の
最
後
に
•「

^
:M
<D
結
句」

と
し
て
述
べ
て
ゐ
，る
と
こ
ろ.で̂

明
か
で
あ
る
や
ぅ
に
、
西
洋D
植 

本

^

^

の
經
满
開
發
論 

®

三

Q

一
三
一〕
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拽

四
!

Q一
3ー
0

民
娘
策
.遍

社

ん

凑

る
4
'€
>
;で
ぁ
る
”
：彼
日
く
、

「

西
涕
人
.の
：大
業
を
興
せ
し
手
段
を
見
る
に
、
我

#
肉
を
削
て
渠
に
與
んi
す
る
.の 

策
な
れ
ば
\-
'
衆
楚
篇
て
な
ら
し
む
、
支
那
人
；：の

大

業

塞

し

：た

名

を

營

箱

.凝
？

セ
渠
が
骨
肉
を
削
て
取
ん
と
す
|

へ
、
渠 

も
亦
酬
る
に
是
を
以
す|

:
令

終

に
:#
哀

境

：に
係|

り
、
.是
戰
爭
の
因
てS

所
以
f

 
ノ
其
f

胡
る
所
に
至
て
は
異
な
る 

ほ
と
な
し
と'い
，へI

、
：
最

初

.
接

と

取

之

の

薩

表

裡

し
、
.

1
眼
前
把
.ぁ
ャ
て
.

®
變

萌

す

、
是
屋
の
大
端
な
ら
ん
、
皆
避 

計

策

の

疎

密

ー

霄

の

據

所

に

歸

す

べ

し

ミ

 

：

. 

, 

-

S 

.

. 

• 

V 

< 

• 

• 

、- 

.
•
:
'

，
力

ム

る

K

■
業
を
減
就
す
.る
た
め
に
は
、
渡
海
の
道
が
開
け
な.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
開
業
の
道
も
波
海
の
道
も
天
文
數
理
の
0

に

委
し
く
'^
け

れ
--
^
な
ち
ぬ
。
翻
つ
て
ゎ
が
國
人
め
狀
態
を̂
れ
^

そ
^
等
上
朋
す
石
遵
は
殆
ど
皆
無
と
沄
ふ
に
逛
い
ぬ

「

日
本
は
支

_
之

蜜

俗

に

倣

，た
る
癖
ぁ

.つ
て
、
.有
司
.た
‘る

賓文
..

蘧

に

透
.脫
之
人
稀
な
令
、時
々
蝦
夷
之
土
地
を
間
業
な
さ
ん
萠
ぁ
れ
f

、

,;-
5
1て
相
續
す
る
所
存
の
な
湓
は
道
理
に
暗
ら
き
故
な
り

」

.(「

經
世
秘
策」

補
遺)

.隹

人

る

が

如

き

、

暗
に
.松

平

奮

の

消

極

策

を

批

難
 

.せ

る

が

如;<
遇

は

れ.る
。
.

-
. 

」

.
,
• 

/
,

•■
-
' 

V 

.

. 

■ 

'
■
■•

' 

:天

文

算

數

に

關

す

る

知

識

：は

f

自
身
が
西
洋
書
を
爾
譯
し

H

紹
介
す
る
こ
と
冬
出
來
る.が
、
か
4

#
業
を
實
行
す
べ
き
人
物
の
出 

に
出
で
ざ
る
限
り
ソ
如
何
と
も
な
し
難
い
ノ
彼
は
所
ぶ
で
英
雄
待
望
の
念
を
漏
ら
し
て
ゐ
る
ィ
仕
向
け
醫
け
れ
ば
天
下
の
英
^
象
傑
蹓 

—

卿

手

足

と

な

；
り

：
て
.
H
し
、
.天
下
の
金
.銀
獨
り
集
り
來
て如

：，

意

謹

し

、
天
下
の
萬
民
皆
國
恶
に
齒
を
竭
ん
こ
と
を
計 

り
•て

: ^

ず
內—

ひ
：
离
圮
內
、も
，一
致
し
て
制
度
を
抉
け
、
.國
政
を
侵
す
者
な
け
，
^
ば
罪
人
鮮
し
、
威
權
の
み
を
以
て
之
を
服
さ
し
む 

れ
ば
'寓
民
內
心
背
き
罪
人'#
し
、_

本
母
本
能
ぁ
.っ
て
天
地
人
り
三.才
に
通
達
し
た
る
人
を
得
る
に
あ
り
、
是
に
昔
け
れ
J
下
さ
げ

す
み
て
不
信
^

^
し(「

經
世
秘
策」

卷
下)

ぅ 

利
明
は
さ
.ぅ
し
た
英
雄
の
出
現
を
秘
か
に
期
待
し
て
ゐ
た
が
、
彼
は
過
去
に
こ
れ
を
求
め
て
簽
吉
を
得
て
、
こ
れ
に
少
な
か
ら
ざ
る 

^

^
の
念
を
有
し
.
て
へ
ゐ
，
た

や

ぅ

で

.

あ

る
0「

古

今

獨

步.の
大
量
に
て.、

日

本

：半

均

せ

し

.が
、
是

<3
:
-
;
り
三
韓
を
退
治
し
、
人
唐
し
て
大
唐
ゆ 

國W

と
.な
ら
ん
と
已
に
朝
鮮
攻
あ
り
し
が

」

如
き
は
一
，般.の
批
評
と
變
る
と
こ
ろ
は
な
い'が
、，「

舜
吉
公
僅
の
治
世
に
だ
に
、
金
四
十
六 

萬
五
千
雨(

辨I
j

m

ま
^

紙
十)

天
正
十
六
年
四
月
諸
侯
に
頒
ち
與
へ
給
へ
り
、
長
壽
あ
ら
ば
支
那
ま
で
も
日
本
の
@
國
と
な
る
べ 

■

き
勢
ひ
.あ
り
レ
が
、
不
举
に
し.て
慶
鲁
ー
年
八
月.十
八
0:
.六
十
三
歲
に
て
薨
去
な
り
、.此
頃
戰
國
に
あ
り
し
故
、.諸
侯
に
與
へ
.撫
育
し 

給
へ
•ど
も
、h治
平
に
あ
.ら
ば
農
民
に
與
へ
撫
育
し
給
ふ
べ
し
、
.；國
君
大
器
軚
わ
し
ま
さ
ね
ば
、..
.
逆
政
行
は
れ
、
國
君
大
器
お
わ
し
ま
せ 

ば
、.
#
政
行
は
を
、
興
例
和®
古
今1

徹
な
り」(

同
上)

と
沄
へ
る
が
如
き'、
こ
れ
を
當
.時
の
識
者
：の
秀
吉
論
と
比
較
し
て
見
る
と
、
遥
だ 

U
い
相
違
が
あ
る
。
し
か
も
利
明
は
同
じ
こ
と
を
水
戶
藩
士
立
原
翠
断
宛
の
書
翰
；

g.,

に
.も
繰
返
し
金̂
の
給
與
.に
關
.し

て

は

「

其
後
一

:

一
百 

华
來
の
今
に
距
り
て
其
事
なt

c如
何
な
る
_
あ
り
て
哉」

と
さ
へ
云
っ
七
ゐ
る0
.ぞ
の
外
大
坂
が
日
本
第

1

の
湊
と
於
り
、
渡
海
運
送. 

交

易
.0
中
心
た
る
こ
と
.を
論
じ
，「

皆
是
秀
吉
公
の
遺
德
な
り

」(「

經
濟
秘
策」

卷
下)

と
一K

ふ
が
如
き
、
利
明
が
如
何
に
太
閤
に
私
淑
し
、 

如
何
に
英
雄
(6
姊
現
を
待
望
し
て
ゐ
た
か
、
こ
れ
を
想
像
す
る
に
あ
免
})
-
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
時
代
は.寬
政
で
あ
り
、
慕
府
の
：威
權
は
傾 

い
.た
と
はW

へ
、
へ

未

だ

所

謂

鎖

國

の

祖

法

が

嚴

守

さ

れ

.て
ゐ
た,
で
.あ
る
0 

.
彼
の
®
島
開
業
^

植
民
發
展
論
の
如
き
は
、
こ
れ
を
痴 

A-
の
豪
と
.
さ

れ

て

も

致

方

が

.
^
か

つ

た

の

で

あ

る

o
パ

：
：

：
-
.
. 

:

“

九

，

.

'

.

 

.

.

. 

. 

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

• 

-■ 

* 
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本
l

i

i

 

四

六

s

g

以
上
で
私
菜
多
利
明Q

經

濟

觀
I

大
霧
介
し
得
た
つ
も
り
でI

。

最
後
に
I

著
作
蓮

じ

て

、

彼
が
如

何

な

る

思

想
 

的
傾
f

有
し
て
ゐ
I

I

來
身
け
明
か
に
し
て
見
た
い
金
ふ
。

上,

る

彼

編

取

的
な
宜 

見
の
所
有
奪
あ
つ
たi

は
明
か
2

1

、
同
時
S

來i

內Q

狀

態

て

f

 

f

 

fぬ
f

抱5

て
ゐ
た
こ
と
も
窺 

は
れ
る
。
大
S

て
はH<

卞Q

國
政
.に

つ

い

て

も

'

多

大

の

不

滿

を

有

し

て

ゐ
た
こ
と
は
上
述f

と
こ
ろ
で
も
知
り
得
る
が
、h
こ 

.

し
て
は
I

I

I
の
V
の

に

黏
I

の
反
感
S

し

て

ゐ
る
。
和
蘭
人
が日
本

の

神

佛

の

異

鬆 

I

つ
た
|

產

し
>「

I

H

I

建

、
斯
Q

S

Q

f鹰

に

祈
t

す
る
は
.、
非
が
S

量

な

ら
ん
な
れ
ど 

も
、
年
久
く
其
如
く
な
れ
ば
、
今5

は
せ
ん
方
も
な
き
か
；

(「

西
域
物
語」

卷
中
'

)

■と

嘆
じ
て
ゐ

る

。

又
秘
f

排
斥
し
て
、「

人

の

爲
 

に
な
る
へ
き
事
は
塞
杯
と
で
免
許
印
可
の
齋
に
載
、
.
一
子
相
傅
な
ど
と
て
深
秘
す
る
國
風
は
、
淺

は

か

な

る

次

第

な

ら

ず

や

、

丼

鎌

數

靈

し

、
：
i

l

l
皆
f

、
铠

I

l

f

 

S

を

て

世

§
と
3
へ
f

、
讓

に

菅

興

す

ま

ど
.
の
j

も

出

來

ざ

尋

三

I

用

す一(

同

上

|

と

|

、

神

響

一

道

f

 

I

し

て

t

く

ら

ゐ

.
 

•
 

、
 

-
 

.
'力

く

に

多

くQ

缺
陷
を
坐
ぜ
し
办
た
の
は
、'日
本
が
支
那
を
簾
し
た
か
ら
で
あ
る
。

r

日
.木
の
風
俗
人
情
は
、
支
那
の
敎
訓 

に
染
て
立
た
：る
風
俗
人
情
な
れ
ば
、
外
に
義
美
事
を
求
る
こ
と
を
せ
ず
。

」

か
S

那
は
讓
證
窘
に
不
便
利
な
國
で
あ
る
。

「

人 

力
牛
I

力

苦

大

|

Q大

人

數

藝

容
U

な
S

、

れ
て
大
響
は
決
5

1

と
.な
り
、 

因
て
周
廻
I

響

包

I

し
日
本
に
孕
れ
ば
、f

鐘

f

、
藝

謹

S

言

、
繁

り

て

、
襲

李

る

に

足

ら

ず

」

(「

經
世
秘
繁
，
卷
下

)

と
袞
ひ"

支

那

模

倣

を

痛

ぐ

退

け

て

ゐ

る

，。
.

(

パ

こ
れ
に
反
レ
て
事
每
に
賞
諧
の
癖.を
放
つ
で
ゐ
石
の
は
西
淨
の
文
物
で
あ
る
。
恰
も
明
治
初
'期
の
歐
化
生
義
者
と
同
じ
や
ぅ
な
ロ̂ 

を
以
つ
て
'
酌
洋
文
化
を
贊
美
し.て
ゐ
る
。
通
商
、
船
舶
、
、天
文
、
航
海
、
家
屋
、
器
具
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
上
述
.せ
る
と
こ
ろ 

で
も
明
か
で
あ
る'0
叉
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る^;
貧
制
處
$:
;
賞
識
し
、
次
ぎ
の
如
く
宏
ふ0『

狀
に
し
て
丈
'夫
な
る
内
ハ
Jb
の
爲
に
1I
J
勞
し

、 

年
貢
租
税
を
捧
て
上
を
尊
敬
し
た
る
者
と
も
な
れ
ば
、
今
老
に
及
、
筋
骨
弱
り
產
業
な
り
兼
た
り
と
い
へ
ど
も
、
實
子
も
な
く
、
外
に 

寄
べ
き
辤
も
な
き
ハ
、
是
非
と
も
に
國
君
の
養
給
ふ
べ
き
窖
に
て
則
天
■

4

然
る
に
日
本
に
て
此
道
な
し
、
江
戸
に
て
徘
徊
す
る
所 

の
窮
民
、
は
ち
坊
主
と
な
り
！
：
戶
に
立
て
食
を
乞
裏
萬
人
な
り
、
此
紫

f

と
て
も
皆
批
な
る
時■ハ.
■
公
を
勤
杯
し
た
る
者
ど
も 

.に
て
、
皆
國
用
を
勤
た
る
者
な
れ
ど
も
、
今
苹
老
て
用
に
不
立
ば
食
用
な
し
、
是
非
な
く

['
'
]戶
に
立
て
食
を
包
な
り
、
若
プ
ラ
ン
ス
國 

の
隣
國
に
も
あ
ら
ば
、*:ぬ
け
^

-
に
フ
ラ
ン
ス
國
ベ
入
る
に
て
あ
る
べ
し
し

(「

本
多
利
明
手
簡」

.

)

。

.
吏
那
文
字
と
西
洋
文
字
と
の
比
較
論
は

「

西
域
物
.語」

に
も
、

「

經
世
秘
策」

に
も
見
え
て
ゐ
る
が
、
明
か
に
彼
を
賞
し
、
此
を
貶
し
て
ゐ 

る
。
今「

經
世
秘
策」

中
ょ
り
.引
用
す
れ
ば
、

「

唐
土
の
文
字
は
字'
.數
多
く
し
て
，
國
用
に
，不
便
利
な
れ
ば
外
國
に
通
じ
難
く
、
漸
く
朝
鮮 

琉
球
日
本
.

Q

三
ケ
國
の
み
通
用
せ
り、
.亜
細
遛
洲
の
內
三
四
ケ
國
通
用
す
れ
ど
も
、
典
の
眞
意
を
解
し
得
る
こ
と
を
難
し
と
せ
り
、
歐 

羅
巴
.の
國
字
數
ニ
十
五
、：
異
體
典
に
八
品.あ
り
て
、
天
地
の
事
を
記
る
に
足
れ
り.と
せ
り
"
楚
以
簡
省
な
り
、
唐
土
の
國
字
數
十
萬
を 

記
憶
せ
ん
と
.せば

、
.
‘
.
生

涯

の

精

心

是

が

爲
忆
竭
と

も

、
.
.
い

か

で

得
，ベ
け
ん
や
、

：

大

に

’
戾

れ
り
.と
耷
べ
し
、
た
と
へ
暗
記
す
る
人
出
來
た 

り
と
も
、
廚
土
の
故
事
悉
皆
日
本
に
模
戴
し
て
、
.
.
1
國
用
に
達
し
益
を
得
ん'ょ
；り
.
は

、
.
へ

我

國

自

然

具

足

0

益
.を

取

る

を

簡

捷

と

せ

り

』(

卷 

本
#-
利

明

の

K

七

.

O
S
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三

3
六)

下)

と
沄
4
ぅ
，そ
0'
营
は
假
名
文
字
使
.用
に
あ’る
が
如
し
.？
坪
ち
0
ぐ
、「

文
字
は
事
を
記
し
情
を
述
る.を
旨
と
.せ
ば
、
數
萬
あ
る
支
那
の 

字
を
.記
餘
せ
ん
す
、.我
日
本
の
値
名
を
用
て.事
を
1記
さ
ば
大
に
便
利
な
ら
ん

」(
「

西
域
物
語」

卷
中)

0
し
か
し
そ
の
日
本
の
假
名
も
西 

徉
文
字
に
は
.

i

步
r
讓

ら

霞

を
#:
な
い
.？
：

「

各
國
各
島
言
■

異
.ど
い
へ
f

.

」
一

十
五
字
を
用
て
しI

れ
ざ
る
物
な
し
、
日
本0 

レ
ろ
ぼ
假
名
の
如
じ
本
の
い
ろ
は
四
十
八
字
あ
れ
ば
ゾ
彼

g

文
字
に
倍
な
れ
ば
•
.
音
聲
の
出
る
所

に

隨
ひ
て
皆

記

し

得

ら

る

べ

き
 

に
' 
左
に
は
な
く
-
海
經
fo
-
F
.戰
の
四
十
三
轉
の
言
葉
あ
み
と.き
鏡
す
事
不
W叶
L (

同
上)

と
述
べ
て
ゐ
るo.

朱
.だ
明
確
ニ 3

ォ
マ
 ̂

論
を
主
張
し
て
ゐ
る
と
は1石
へ
な
い
が
フ
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
暗
示.ず
る
°

;

以
上
利
明
は
明
か
に
吏
麗
を
排
斥
レ
て
、•西
洋
®

研

究

の

必

：要

を

ヵ

說

し

て

，
ゐ

，る

o..

そ
の
著

「

西

域

物

語

」

の

劈

頭

に

は

、

洋

學

硏
 

究
の
手
引
を
述
べ
、
謹
學
ょ
り
人
る
ベI

I

I
し
て
ゐ
る
。'

I
西
I

I

し
て
ゐ
た

こ

と

は

明
か
で
あ

り

、

わ

が

國

が
 

種
々
な
る
點
に
お
ゐ
て
澤
に
逯
ざt

l

認
め
て
ゐ
る
。

「

只
今
f

ご
と
く
投
言
な
る仕
方

に

て

ハ

終

に

は

f

の

界

を

到 

來
す
る
に
.て
あ
る
べし

」(
「

本

多

利

明

手

簡

し

と

さ

.へ
述
べ

て

、
國

政
の
振
は
ざ
る
、

こ

と

を

慨

歎

し

て

ゐ

る

。

し
か
し
彼
は
果
た
し
て
某I

ぅ
考
へ
て
な
た
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
幕
府
中
心
の
露
制
度
を
是
認
す
ベ
I

の

と

思

つ

て

ゐ

た
の 

か
。
彼
の
經
濟
的
讓
事
業
を
行
な
ふ
た
め
に
、
當
時
現
学
る
政
治
機
菅
以
つ
て
足

‘れ
り
と
し
た
？

あI

か

。

又
彼
の
海
ト 

麗
論
を
實
行
す
€

當

つ

て

どQ

程
度Q

軍
備
を
必
要
^j
す
るQ

か
。
そ
れ
等
&
點
§

い
て
利
明
は
殆
ど
何
等

q

意
見
を
も
吐 

露
し
て
ゐ
なS

と
5

て
ょ
い
。
唯
彼
は
彼Q

海
外
麗

論

に
I

て
は
極
め
て
樂
觀
的
な
麗
を
な
し
、
武
力
を
使
用
せ
ず
し
て
自 

ら
撫
胄
し
得
f

の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
こ
れ
を

「

崖

這

」

とM
ふ
や
う
な
熟
字
を
以
つ
て
表
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
又
國

內
開
發
に
っ
い
て
も
、
同
様
に
治
者
の
如
何
に
依
っ
て
ど
う
に
で
も
な
る
か
の
如
く
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
か
ら
前
述 

'し
た
や
う
な
英
雄_

的
思
想
を
有
す
る
や
う
に
な.っ
たQ

で
あ
I

。
故
に
彼
に
と
っ
て
政

治

機

如
何
は
必
ず
し
も
問
題
と
す 

る
に
足
り
な
い.。
又
彼Q

性
質
が
、
前
に
も
指
摘
し
た
や
う
に
、
か
な.

o

愼
重
で
あ
っ
た
こ
と
が
一
層
弯

し

た

問
題
か
ら
遠
ざ
か
る 

や
う
に
し
た
の
で
あ
ら
う
。

當
時
の
日
本
の
經
濟
的
衰
頹
を
明
か
に
利
明
は
認
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
對
す
る
馨
と
し
て
彼
の
經
濟

開

發

論

が
現
れ
た
の 

で
あ
づ
た
。
そ
の
議
論
は
明
か.に
西
洋
模
倣
で
あ
る
。
從
來
の.論
者
が
支
那
の
歷
史
や
支
那
の
制
度
を
引
用
す
る
が
如
く
に
、
利
明
は 

西
洋
り
歷
班
や
西
洋
の
制
度
を
引
用
し
て
ゐ
る
。
そ
の
無
批
判
的
な
點
に
お
ゐ
て
は
金
く
同
様
で

あ

る

。

唯
羅
を
拔
礎
に
1
く
點
.で
、

. 

.當
時
の
時
流
を
拔
き•
明
治
以
後
の
諸
學
者
の
先
驅
を
な
す
者
で
あ
る
。
し
か
し
そ
S

論
は
彼
の
考
へ
る
や
う
に
、

一
ニ
 Q

英

傑

に
.
 

依
っ
て
备
总
に
實
行
し
得
る
も€>
で
：は
な
い
0
社
會
的
革
新
な
し
に
實
施
し
得
ざ
る
程
の
も
の
で
あ
る
0 

. 

* 

, 

經
濟
的
革
新
に
っ
い
て
は
上
述
の
如
き
か
な
り
大
膽
な
意
見
を
吐
露
し
て
輝
ら
な
か
っ
た
利
明
も
、
社
會
的
革
新
に
っ
い
て
は
む
し 

ろ
頗
る
保
守
的
で
あ
るo
.利
明
は
明
か
に
わ
が
國
體.の
特
異
性
を
認
め
て
ゐ
る

o
「

抑
我
邦
神
武
帝
一
統
の
業
を
興
し
給
ひ
、
山

靈

じ 

萬
民
を
救
ひ
給
ひ
し
ょ
り
、
漸
々
人
道.行
は
れ
、
.
.日
本
國
中
に
國Q.

守
を
置
き
、
政
事
悉
く
天
子
ょ
り
出
で
、
皇
統
連
續
し
' 
今
の
世 

ま
で
も
、M

下
と
し
て
帝
位
を
奪
ひ
し.こ
と
：な

ぐ-た
と
へ
暴
：惡
の
臣
出
來
る
こ
と.あ
り
で
も
、
主.子
の
內
へ
：反

逆

を

勸

め

、
天

子

を

居 

替

へ

，己

は

權

威

を

恣

に

し

榮

耀

を

極

ん

と

欲

す

る

の

.み
に
し
て
、
帝
位
を
謹
せ
し
こ
と
な
く*
是
異
國
と
我
邦
別
有
て
、
神
國
の 

風
儀
と
冬
仏
き
%
む
ベ
き
が
な
o」 (r

經
11
1
秘
策
，-卷
下)

と
一
其
つ
て
は
^
る
が
、
皇
室
の
御
親
政
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。

'■
本

多

利

明

，
の
細
濟
開
發
.
論 

， 

四
t

ヽ

‘
ー
一
三
コ
ノ



本

多

利S
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開

發
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「

春

年

來

.の

最

一

時

に

：
止

ん

で

.

本
國
中
誠
腹
し
て
蓮
を
，唱
ふ
、
斯
る
世
に
虫
れ
：て
.泰
f

樂
•む
は
，
皆
神
対
：の
御
仁
德
な 

り
、
仰
ぎ
貴
び
奉
る
ベ.し」(

同
上)

と
零
て
ゐ
る
ぐ
ら
ゐ
で
、
武
家
政
治
に
異
議
を
唱
へ
て
ゐ
.る
わ
け
で
は
な
，

W
O
.

彼
'の
議
論
：が.武
家
'中
心
：で
：.
I
こ
と
は
す
で
：に指
摘
し
て
置
い
た
。
：：
し

.
か

し

西

洋

の

知

識

羅

じ

-
.
.
西 

_

的
諸
侯
に
.疑

義

を

も
つ
喾

でt

,

，
：
私

：
の

氣

が

つ

い

た

i

.

る
：で
は
、「

西
域
物
語
.

」

中
に
ご
れ
占
關
聯
し
て
帶
刀
の
こ
と
を
論
じ
，
 

た

ー

節

か

翁

く

ら

ゐ

の

も

の

で

あ

る

？
し
か
も
そ
の
；論
ず
る
と
、こ
ろ
は

.極
め
て
暖
昧
で
あ
る<
,

「

西
域
物
語」

に
は̂ 

こ
と
で
あ
る
が
，

(

本
皮
榮
治
郞「

近
世
の
經
濟
思
想」

續
篇
ニ
一
九
頁
以
下-
不
幸
に
し
て
未
だ
檢
討
す
る
機
會
.を
有
た
な
い
。

「

日
本

經
濟
大
典」

水
そ
の
他
の「
西
域
物
語」

.で
は
か
な
り
意
味
不
分
明
で
は
あ
る
が
、
.故
意
に
3'
.ぅ
し
た
の
か
も
知
れ
な
い0
そ
z>
一
節
は
‘ 

次
ぎ
0
.如
し
0 

:
.

•

 

«

「

日
本
の
制
度
は
諸
侯
封
建
に
し
て
、

以
祿
と
せ
り
、
.諸
士
に
I

は
或
は
郡
村
を
給
るも
の

あ

I

い

へ

ど
も
一

同

せ

ず

、
 

西
域
の
.制
-度
は
諸
侯
封
建
も
あ
り
と
い/へ
ど
も
、
金
銀
を
以
祿>,
せ
^
.
、

諸

士

に

，
至

て

猶

し

か

4

、
.：然
る
に
和
11
陀Q

加
比
丹
は
商
人 

•
の

#

頭

：
に

も

.

あ
ら
め
.と
恕
.
ひ

、

故

に

刀

：を

帶

せ

.

ず
、
‘雨
刀
を
帶
す
る
國
は.
大
佌
界
に
な
し
.と
.聞
く
、
；然
ば
異
國
皆
日
本
を
_恐
る
べ
し 

と
•思
.へ
り
淡
く
無
分S

な

れ

ど

も

、

；！
：

武

忠

御

密

策

に

因

て

な

り

、

養
は

！！！

本

は

小

國

に

し

て

金

銀

多

し

、
他

Q

夷
火
の
爲
に 

奪
は
れ
安
し
、.

武
を
以
て
治
た
ら
ば‘宜
..か
ら
ん
i
署

、
武
道
を
御
建
立
あ
り.た
る
な
ら
ん
、
.其
驗
し
三
種
の
；神
器
と
や
ら
、

裏

、
'內
侍
所
を
以
て
此
の.國
代
々
'帝
王
の
，御
守
り
と
は
な
れ
り
、
是
武
國
の
證
據
に
し
て
朝
政
な
ら
ん
、
西
域
は
左
様
に
て
は
な
し
、 

は
：.て
酞
り
も
な.き
大
迅
な
る
國
續
な
れ
ば
、
庶
人0
,內
.に
.も
智
者
ど
.も
諸
國
，
へ
渡
り
歩
き
、
政

事

を

評

議

す

る

ゆ

.へ
、'少
；
し

る
事

は

屢

し
S
一
日
す
る
ゆ
へ
、
他
國よ
り

簾

起

る

ゆ
へ
に
、
左
に'5
に
政
事
に
念
の
入
る
こ
と
？

嚴
なり
、

支
形

天

竺

よ

り

西
方
西
域
と
い
へ
ど
も
、
官
庶
皆

I

同
に
一
刀
を
も
帶
せ
ず
、
平
人
と
異
な
る
こ
と
な
し
、
是
が
故
比
加
比
丹
の
蒂
纽
は
熬
伐
の
爲
に 

,

非
、
官
庶
の
差
別
の
如
し
。

」

續
い
て
彼
は
西
洋
人
の
叙

Q

聯
f

論
じ
、
帶
刀
？

と
に
つ
い
て
は
謡
せ
ず
，
顧
て
他
を
云
ふ
が
如
き
態
度
を
採
つ
て
ゐ
る
。 

禾
明
は
明
ヵ
に
^
洋
人
の
哿
刀
せ
ざ
る
こ
と
を
よ
し
み
も
惡
し
と
も
ー
其
つ
て
ゐ
な
い
。
又
日
本
人
の
帶
刀
に
つ
い
て
も
鬼
否
の
叫
斷
を 

下
し
て
ゐ
な
い
。
か
う
し
た
方

l
a

に
つ
い
て
彼
の
態
度
は
、
前
に
も
指
摘
し
た
や
う
に
、
常
に
靈
で
あ
る
。
利
明
は
そ
の
著
作
を
语 

じ
て
現
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
痛

く

澤

Q

合
理
主
義
を
愛
す
る
奪
あ
る
。
又
そ
の
思
想
も
頗
る
合
理
、

H-:

義
的
傾
向
を
有
す
る
。
し
か 

し
そ
の
合
理
^
中
^
は
貿
為
論
や
人
ロ
論
、
又
は
北
方
文
化
論
に
見
ら
る
、
如
く
、
m
純
で
は
あ
る
が
、
徹
底
し
て
ゐ
る
。
彼
が̂
# 

改
軍
に
つ
い
て
殆
ど
論
及
す
る
こ
と
な
か
つ
た

Q

は
、
あ
る
ひ
は
時
代■

管
恐
れ
た
が
た
め
でI

う
か
。
と
舌
ふ
よ
り
も
む
し 

ろ
彼
自
身
そQ

方
面
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
地
位
に
な
い
こ
とI

認
し
て
ゐ
た
と
云
つ
た
方
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
傅
ふ
る
と 

こ
.ろ
'に
依
れ
ば
、
世
に
譜
ふ
こ
と
を
好
ま
ぬ
性
質
で
あ
つ
た
と

IK

は
れ
て
ゐ
る
し
' 
酱

身

も「

般
夷
道
知
邊J

の
序
に
'

「

昔
よ
り
如
是 

の

奮

知

れ
f

 

>知
ぬ
面
し
て
謹
み
の.深
ぎ
人
を
賢
者
と
し
：て
世‘の

賞

を

得

、
，
左

な

き

，は

皆

災

富

係

て

空

し

く

：な
り
ぬ
、

是

は
例 

制
•の
重
け
れ
ば
な
り
。
然
れf

斯

大

事

塞
t
知o

な
.
f

2-
s

、
不
忠
不
i

ふ
べ
き
f

し」

と
述
べ
p

t
 く
ら
ゐ
で
あ
- 

る
力
ら
.も
し
彼
の
經
濟
玢
發
論
が
社
會
政
治
等
の
方
商
に
改
革
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
れ
ば
、
默
し
て

ヒ
むと
と

は
 

な
か
.つ

た

か

も

知

れ

な

：い
。

. 

本
多
利
明
の
.經

濟

開

發

論

*£
“ 

(

三
三
し

ィ



本

多
^
明

の

經

濟

開

發

論

"£
二 

、
コ
一
四
3

)

，.
本
多
利
明
の
經
濟
開
發
論
は
明
か
に
德
川
時
代

Q

經
濟
思
想
史
中
"
最
も
進
取
的
■

論
で
あ
り
、
殊H

寬
政
時
代
に
あ
つ
て
特
與 

な
^
往
と
ーK

は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
以
前
寶
曆
明
和
頃
の
社
#
情
勢
か
ら
見
る
時
は
、
こ
の
種
の
歐
化
主
義
者
を
坐
む 

こ
と
は
、
'ぞ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
彼
の
議
論
が
唯
に
西
洋
知
識
に
基
づ
く
ば
か
り
で
な
く
、
一
者
し
く
合
理
的
な
.點
に
お 

.
ゐ
て
特
徵
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
依
然
と
し
て
武
士
本
位

Q

立
場y

あ
.る
こ
と
は
、
彼
も
亦
時
代

Q

兒
た
る
所
以
を
示
す
こ
と
に 

な
る
で
I

う
。
. 

(

昭
和
十
四
年
二
月
二
十

一

日
稿)

第

十

九

世

紀

前

半

英

國

社

會

主

義

學

說

の

對

抗

理

論

ど

し

て
 

發

達

を

見

た

る

限

界

效

用

學

說

の

先

縱

高

橋

誠

1

郎

.

.I 

. 

' 

•

ニ
：
—

-
.

經
濟
價
値
の
概
念
に
は
自ri
l
交
易
の
下
に
於
け
る
事
實
上
の
價
格
形
成
に
ょ
っ
て
測
定
せ
ら
る
X
一
 

物
件
の
性
質
浩
し
く
は
屬
性
と
、 

社
會
政
f

關
す
f

 Q
i
Q

 
二
者
が
存
す
る
。
ア
ダ
ム.K

 

5

及
び
杏
典
學
派Q

顏
學
說
は
價
格
經
濟Q

科
學
的
分
析
と
自
出 

主
義
の
實
現
を
企
圖
す
る
政
治
的
傅
道
と
の
混
合
物
で
あ
る
。

：

.

ス
ミ
ス
は
.
使
，用
に
際
し
て
最
大
な
る
價
値
を
？

る
諸
物
が
屢
.々
交
換
に
際
し
て
殆
ん
ど
何
等
の
價
値
を
も
有
す
る
こ
と
な
く
、 

而
し
て
之
れ
に
反
し
、
交
換
に
際
し
て
最
大
な
る
價
値
を
有
す
る
も
の
が

-
往
々
使
用
に
際
し
.て
殆
ん
ど
何
等
の
價
直
を
も
有
せ
ざ
る 

こ
と
I

の

囊

に

■

て
價
格
の
原
因
と
し
て
使
用
價
値
ノ即
ち
效用
を
排
除
し
た
。而
し

て

彼
れは
先

づ

一

般

經

濟

生

活

の

複

雜
 

な
る
事
情
か
ら
抽
象
し
て
、
單
純
、
原
始
、
自
然

Q

狀
態
に
自
己
を
限
定
し
、
這
般
の
狀
態
に
在
っ
て
價
値
を
發
生
せ
し
む
る
も
の
が 

浓

十

九

世

紀

舉

英

國

馨

囊

學

說

£

證
¥

」

して_
を
營
る
賢
效
用
先
縱

 

量
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